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類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て

－
　
図
書
寮
本
に
お
け
る
不
採
録
の
訓
を
中
心
に
　
ー

山
　
　
本
　
　
秀
　
　
人

目
　
次

一
、
問
題
の
所
在

二
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
出
典
表
示
「
記
」
の
和
訓
に
つ
い
て
ー
ー
史
記
出
典
で
あ
る
こ
と
の
確
認
　
－

三
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
状
況

四
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
史
記
の
訓
と
そ
の
検
討

五
、
不
採
録
の
理
由
の
考
察
と
今
後
の
課
題

「
　
問
題
の
所
在

院
政
期
成
立
の
漢
和
辞
書
で
あ
る
類
衆
名
義
抄
に
お
い
て
、
観
智
院
本
に
代
表
さ
れ
る
改
編
本
は
、
図
書
寮
本
を
唯
一
の
伝
本
と
す
る
原

撰
本
を
改
編
し
て
成
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
際
に
多
量
の
和
訓
が
増
補
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
そ
の
改
編
の
大
き
な
特
徴
の
一
つ
と
さ
れ

る
。
一
方
図
書
寮
本
で
は
、
和
訓
の
殆
ど
に
そ
の
出
典
が
明
示
さ
れ
て
お
り
、
易
経
、
尚
書
、
詩
経
、
論
語
、
史
記
、
後
漢
書
、
文
選
、
自

氏
文
集
等
、
主
要
な
漢
籍
の
訓
が
採
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
改
編
本
の
一
本
た
る
観
智
院
本
で
は
、
図
書
寮
本
の
そ
れ
ら
の

和
訓
の
殆
ど
総
て
が
取
入
れ
ら
れ
た
上
に
、
更
に
多
く
の
和
訓
が
増
補
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
右
を
始
め
と
す
る
諸
漢
籍
の
諸
主
の

訓
、
取
分
け
単
字
訓
は
当
然
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
所
で
あ
ろ
う
。



と
こ
ろ
が
例
え
ば
史
記
に
つ
い
て
み
る
と
、
史
記
点
本
に
存
す
る
訓
の
中
で
、
巻
一
・
五
帝
本
紀
、
巻
二
夏
本
紀
（
藤
原
式
家
英
房
の
点
を

伝
え
る
上
杉
家
旧
蔵
室
町
期
点
に
よ
る
。
同
点
に
つ
い
て
は
改
め
て
後
述
す
る
）
の
、

ト

シ

テ

　

　

ハ

ヒ

コ

レ

リ

ニ

　

　

ト

シ

テ

カ

ネ

　

ヲ

ノ

ホ

ル

ヲ

カ

こ

〔
史
記
室
町
点
〕
湯
－
湯
　
洪
】
水
溶
　
レ
天
．
浩
－
浩
　
懐
レ
山
裏
陵
．
（
巻
一
・
五
帝
本
紀
1
3
ウ
）

ア

テ

　

　

　

こ

　

　

　

　

こ

　

　

ト

テ

カ

ネ

　

ヲ

ノ

ホ

ル

ヲ

カ

こ

常
二
帝
真
之
時
り
鴻
水
沼
天
．
浩
，
浩
懐
レ
山
裏
陵
．
（
巻
二
夏
本
紀
1
ウ
）

に
見
え
る
「
裏
ノ
ボ
ル
」
　
の
訓
は
、
観
智
院
本
に
は
、

（
マ
マ
）

〔
観
智
院
本
名
義
抄
〕
裏
《
浄
洋
父
　
上
＼
及
＼
駕
＼
成
＼
高
＼
　
ハ
ラ
フ
》
（
法
中
表
部
1
3
8
貫
）

の
如
く
、
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
図
書
寮
本
に
お
い
て
も
、
右
よ
り
当
然
予
想
さ
れ
る
こ
と
な
が
ら
、

〔
図
書
寮
本
名
義
抄
〕
裏
《
玉
云
先
羊
又
　
上
、
反
、
駕
＼
成
＼
除
＼
・
東
云
高
＼
》
（
衣
部
3
3
1
頁
）

（1）

の
如
く
、
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。

（2）

史
記
の
右
の
句
は
、
例
え
ば
空
海
作
の
三
教
指
帰
に
お
い
て
章
句
の
下
敷
に
さ
れ
て
お
り
、
三
教
指
帰
成
安
注
の
加
点
本
の
一
つ
で
あ
る

（3）

大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
長
承
点
に
、

ノ

ホ

ル

ニ

　

ナ

ミ

　

　

　

ク

ヰ

ウ

　

と

し

て

ス

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ヒ

コ

レ

リ

に

　

　

と

し

て

カ

ネ

を

〔
三
教
指
帰
注
集
長
承
点
〕
裏
陵
之
・
汰
（
右
傍
）
水
波
也
拘
（
平
）
々
　
不
息
．
注
云
史
記
云
帝
（
去
）
尭
（
平
濁
）
之
時
鴻
水
沼
　
天
．
浩
々
　
懐
山
・

る
に

裏
陵
．
（
下
6
0
ウ
）

と
あ
り
（
初
め
の
「
寧
：
息
」
が
三
教
指
帰
本
文
）
、
成
安
の
注
に
右
掲
の
史
記
の
条
（
夏
本
紀
）
を
引
い
て
い
る
。
し
か
も
、
三
教
指
帰
本
文
の

「
裏
」
を
史
記
室
町
点
と
同
じ
く
「
ノ
ボ
ル
」
と
訓
じ
て
お
り
、
注
の
史
記
引
文
に
お
い
て
も
「
ノ
ボ
ル
」
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
判
断
さ

れ
る
。
三
教
指
帰
注
集
長
承
点
の
こ
の
訓
は
、
注
に
引
用
さ
れ
た
史
記
点
本
に
基
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

三
教
指
帰
の
訓
に
も
関
わ
る
、
史
記
の
訓
の
事
例
を
も
う
一
例
掲
げ
れ
ば
、

ラ

ク

　

　

シ

テ

　

　

ニ

　

ト

モ

タ

メ

〔
史
記
室
町
点
〕
傍
目
．
蓬
生
こ
麻
】
中
り
不
レ
扶
自
－
直
．
（
巻
六
十
・
三
王
世
家
1
2
オ
）

ト
モ
タ
メ

の
「
不
レ
扶
」
の
「
扶
タ
ム
」
（
た
め
る
。
矯
正
す
る
の
意
）
　
の
訓
も
、

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て

四
六
七
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〔
観
智
院
本
名
義
抄
〕
扶
雲
符
　
タ
（
平
）
ス
（
平
）
ク
（
平
）
　
オ
シ
カ
、
ル
　
ヽ
ス
ケ
　
＼
カ
ム
カ
フ
　
ト
ラ
フ
　
ス
カ
ル
　
ウ
（
平
）
ツ
（
上
）
　
ツ

（
マ
マ
）

ク
　
ヒ
ロ
コ
ル
　
モ
（
平
）
ツ
（
上
）
　
ウ
カ
ツ
　
タ
ノ
モ
シ
　
又
」
膚
　
ハ
（
平
）
フ
（
上
）
　
禾
キ
フ
》
（
備
下
本
手
部
5
1
頁
）

の
如
く
、
観
智
院
本
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
。
図
書
寮
本
は
該
当
部
が
現
存
し
て
い
な
い
の
で
確
認
出
来
な
い
が
、
採
録
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
と
予
想
さ
れ
る
。
三
教
指
帰
に
お
い
て
、
史
記
の
こ
の
句
は
先
と
同
じ
く
章
句
の
下
敷
に
さ
れ
て
お
り
、
仁
和
寺
蔵
三
教
指
帰
鎌
倉
初

（4）
期
点
（
無
注
本
）
　
に
よ
れ
ば
、

ク

ヰ

ヨ

ク

ホ

ウ

　

マ

シ

ハ

ヌ

レ

ハ

ニ

サ

ル

ニ

タ

メ

　

ラ

シ

〔
三
教
指
帰
鎌
倉
初
期
点
〕
曲
（
入
）
蓬
（
平
）
橘
（
採
）
麻
不
扶
・
日
直
．
（
上
4
0
行
）
　
（
第
一
次
墨
点
の
み
）

と
あ
り
、
や
は
り
「
扶
タ
ム
」
と
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
。

（5）

因
み
に
、
三
教
指
帰
敦
光
注
（
勘
注
抄
）
の
加
点
本
の
一
つ
で
あ
る
尊
経
閣
蔵
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
期
点
で
は
、

ケ

ヲ

　

シ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

カ

　

　

　

　

に

　

タ

ス

ケ

　

シ

〔
三
教
勘
注
抄
鎌
倉
点
〕
曲
蓬
揉
（
平
軽
）
麻
不
扶
日
直
．
（
2
7
8
行
）
　
（
注
）
曽
子
日
蓬
生
麻
中
・
不
扶
日
直
二
2
9
5
行
）

の
如
く
、
注
に
曽
子
の
同
文
の
句
を
引
き
、
そ
の
曽
子
引
文
と
共
に
「
扶
タ
ス
ク
」
と
訓
じ
て
い
る
。
こ
ち
ら
は
観
智
院
本
に
掲
げ
ら
れ
て
い

る
訓
で
あ
る
。
但
し
、
書
陵
部
蔵
群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
の
「
曽
子
」
に
お
い
て
は
、

ヨ

モ

キ

オ

フ

レ

は

　

　

に

サ

ル

に

タ

メ

ス

　

シ

〔
群
書
治
要
鎌
倉
中
期
点
〕
蓬
・
生
二
麻
－
中
り
不
レ
扶
・
乃
直
．
（
巻
三
十
五
曽
子
5
4
8
行
）

の
如
く
、
「
扶
タ
ム
」
に
訓
ぜ
ら
れ
て
お
り
、
曽
子
に
お
い
て
も
こ
の
訓
も
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
る
。
な
お
、
上
杉
本
史
記
室
町
点
と
同

タ
ス
　
（
ケ
）

タ
メ

じ
く
藤
原
英
房
の
点
を
伝
え
る
書
陵
部
蔵
史
記
永
正
点
で
は
「
不
レ
扶
　
」
と
あ
り
、
「
タ
ス
ク
」
の
訓
も
併
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
三
教
指

（

6

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

こ

ヽ

タ

ス

ケ

帰
の
久
寿
点
（
無
注
本
、
仁
平
写
本
）
で
は
「
不
挟
．
」
と
あ
り
、
「
タ
ム
」
を
左
訓
に
し
て
両
訓
併
記
に
し
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
史
記

タ
メ

の
右
条
の
「
扶
」
に
「
タ
ム
」
の
訓
が
あ
り
、
院
政
期
乃
至
鎌
倉
時
代
の
三
教
指
帰
点
本
の
幾
つ
か
に
そ
の
訓
が
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が

分
る
。史

記
の
こ
れ
ら
の
句
は
、
右
の
諸
状
況
か
ら
し
て
も
著
名
な
も
の
で
あ
っ
た
と
思
し
く
、
そ
れ
ら
の
史
記
の
訓
に
、
観
智
院
本
に
採
録
さ

れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
少
か
ら
ず
奇
異
に
も
感
ぜ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
し
か
も
、
図
書
寮
本
に
お
い
て
、
出
典
表
示
「
記
」
と



し
て
史
記
の
訓
が
先
に
採
ら
れ
て
お
り
、
な
お
さ
ら
疑
問
は
増
し
て
来
よ
う
。

観
智
院
本
類
衆
名
義
抄
の
和
訓
に
お
け
る
右
の
問
題
は
、
三
教
指
帰
の
訓
読
に
つ
い
て
別
途
検
討
し
て
い
た
折
に
偶
≧
見
出
さ
れ
た
事
で

あ
る
が
、
こ
の
間
題
は
、
観
智
院
本
の
和
訓
の
採
録
範
囲
に
つ
い
て
考
え
る
契
機
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、
同
本
の
和
訓
の
定
位
を
図

る
上
で
一
つ
の
視
点
と
な
り
う
る
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
本
稿
で
は
こ
の
よ
う
な
認
識
に
立
ち
、
史
記
の
訓
を
例
と
し
て
、
そ
れ
の

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
採
録
状
況
に
つ
い
て
、
特
に
不
採
録
の
訓
に
注
目
し
て
検
討
を
行
う
。
そ
の
際
、
将
来
的
に
は
観
智
院
本
（
改
編
本
）

に
お
け
る
そ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
意
図
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
改
編
本
の
和
訓
採
録
の
下
地
と
な
っ
て
い
る
原
撰
本
、
即

ち
図
書
寮
本
に
お
け
る
状
況
を
中
心
に
検
討
を
行
う
。

本
検
討
に
お
い
て
、
史
記
点
本
は
、
全
巻
を
具
備
し
て
い
る
必
要
か
ら
、

○
上
杉
家
旧
蔵
室
町
期
点
（
完
存
）
…
…
藤
原
（
式
家
）
英
房
（
一
二
九
二
～
？
）
　
の
点
を
伝
え
る

（7）

を
主
体
に
用
い
る
。
右
は
室
町
時
代
の
加
点
で
あ
る
が
、
巻
二
十
八
に
「
本
云
戊
子
（
三
一
四
八
）
結
夏
日
鮎
了
　
英
房
」
の
本
奥
書
を
有
し
、

藤
原
英
房
の
点
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
な
お
漢
文
本
文
は
宋
版
（
南
宋
黄
善
夫
刊
本
）
で
、
襲
堀
集
解
、
司
馬
貞
索
隠
、
張
守
節
正
義
の
三

注
を
合
せ
有
す
る
三
注
本
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
れ
と
同
一
の
英
房
の
本
奥
書
を
有
し
、
同
じ
英
房
の
点
を
伝
え
る
、

○
書
陵
部
蔵
永
正
七
（
一
五
一
〇
）
～
十
年
頃
点
（
完
存
）
…
…
右
掲
に
同
じ

（8）

も
、
一
部
参
看
し
援
用
す
る
場
合
が
あ
る
。
全
巻
を
有
す
る
加
点
本
は
右
二
点
ま
で
降
り
、
こ
れ
を
用
い
る
が
、
室
町
時
代
の
加
点
本
を
本

検
討
の
比
較
に
用
い
る
こ
と
の
有
効
性
に
つ
い
て
は
、
後
に
も
改
め
て
言
及
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
基
本
的
に
平
安
時
代
の
訓
を
伝
え
て
い

（9）

る
と
考
え
ら
れ
、
有
効
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

右
の
ほ
か
、
上
杉
本
室
町
点
に
よ
る
全
般
的
な
比
較
検
討
の
後
に
、

○
高
山
寺
蔵
建
暦
元
年
（
一
二
二
）
点
（
巻
三
股
本
紀
）
…
…
藤
原
家
点
か

○
高
山
寺
蔵
鎌
倉
初
期
点
（
巻
四
周
本
紀
）
…
…
菅
原
家
点
か

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て

四
六
九
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〇

〇
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
点
（
巻
九
呂
后
本
紀
、
巻
十
孝
文
本
紀
、
巻
十
一
孝
景
本
紀
）
…
…
大
江
家
国
加
点
、
但
し
康
和
三
年
（
二
〇
こ
、

建
久
七
年
（
二
九
六
）
　
の
点
も
あ
り

の
、
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
点
本
（
い
ず
れ
も
集
解
本
で
零
本
）
を
も
用
い
て
、
該
当
す
る
巻
に
限
っ
て
更
に
検
討
を
深
め
る
。

二
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
出
典
表
示
「
記
」
　
の
和
訓
に
つ
い
て
l
l
l
l
l
⊥
史
記
出
典
で
あ
る
こ
と
の
確
認
　
－

図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
の
和
訓
の
出
典
表
示
「
記
」
が
史
記
を
示
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
築
島
裕
博
士
に
よ
る
そ
の
可
能

（10）

性
の
言
及
が
あ
り
、
以
後
、
図
書
寮
本
の
和
訓
の
出
典
に
関
し
て
、
屡
ゝ
　
「
記
」
が
史
記
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
す
る
言
及
が
行
わ
れ
て
来

て
い
る
。
先
頃
、
小
助
川
貞
次
氏
は
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
、
「
記
」
が
史
記
で
あ
る
こ
と
を
具
体
的
に
検
討
し
証
明
し
た
も
の
の
な
い
こ
と
を

（11）

指
摘
し
、
「
記
」
が
史
記
で
あ
る
と
推
定
す
る
際
の
問
題
点
を
具
体
的
に
検
討
し
た
論
考
を
発
表
さ
れ
た
。
氏
は
そ
の
中
で
、
被
注
字
の
一
致

度
等
の
観
点
か
ら
、
史
記
で
あ
る
可
能
性
は
高
い
が
問
題
点
も
少
な
く
な
い
こ
と
、
大
唐
西
域
記
で
あ
る
可
能
性
も
排
除
出
来
な
い
こ
と
等

を
述
べ
ら
れ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
、
稿
者
の
考
え
を
述
べ
れ
ば
、
「
記
」
は
史
記
で
あ
る
と
い
う
の
が
結
論
で
あ
る
（
但
し
一
部
に
「
記
」
が
「
詩
（
詩
経
）
」
の

誤
記
で
は
な
い
か
と
疑
わ
れ
る
例
が
あ
る
）
。
本
稿
で
は
、
主
と
し
て
不
採
録
の
史
記
の
訓
を
問
題
に
し
た
い
意
図
か
ら
、
こ
の
点
に
つ
い
て
の

具
体
的
且
つ
詳
細
な
検
討
は
こ
こ
で
は
措
き
（
い
ず
れ
別
稿
を
設
け
た
い
）
、
今
若
干
例
を
掲
げ
て
「
記
」
が
史
記
で
あ
る
こ
と
が
疑
い
難
い
こ

と
を
述
べ
、
こ
れ
を
も
っ
て
史
記
で
あ
る
こ
と
の
確
認
と
し
た
い
。

（12）

次
に
抜
粋
例
を
、
上
杉
本
史
記
室
町
点
と
対
比
し
て
掲
げ
る
。

○
　
〔
図
書
寮
本
〕
拙
《
玉
云
式
出
又
…
エ
ツ
（
上
）
ヰ
（
上
）
チ
（
上
）
　
ヌ
（
平
）
ヒ
（
平
）
メ
（
平
）
記
シ
（
平
）
リ
（
平
）
ソ
（
上
濁
）
ク
（
平
）
》
（
3
0
9
頁
）

ヌ

イ

メ

ヲ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

リ

ソ

ケ

〔
史
記
室
町
点
〕
拙
　
（
巻
四
十
三
越
世
家
2
4
オ
）
　
拙
　
（
巻
三
股
本
紀
5
オ
）

○
　
〔
図
書
寮
本
〕
知
－
（
識
）
　
《
宋
云
工
式
…
真
云
サ
（
上
）
ト
（
上
）
ル
（
平
）
　
シ
（
上
）
ル
（
平
）
記
モ
（
平
）
ノ
（
平
）
シ
（
上
）
ル
（
平
）
》
（
7
3
頁
）



○○○ ○
〔
史
記
室
町
点
〕
軋
（
巻
四
十
七
孔
子
世
家
相
ウ
）
　
輿
ル
。
ト
（
巻
十
孝
文
本
紀
加
ウ
）

〔
図
書
寮
本
〕
沐
浴
《
子
・
下
川
云
工
欲
…
ユ
（
平
）
ア
（
平
）
ム
（
上
）
記
カ
（
上
）
ハ
（
平
）
ア
ム
》
（
1
7
頁
）

〔
史
記
室
町
点
〕
墾
ル
。
ト
ハ
（
巻
四
十
九
外
戚
世
家
は
オ
）
　
聖
、
テ
（
巻
三
十
二
斉
太
公
世
家
は
ウ
）

〔
図
書
寮
本
〕
輪
没
《
子
・
下
工
学
＝
カ
（
平
）
ク
（
上
）
ル
易
ツ
（
上
）
ク
（
上
）
ス
論
イ
（
上
）
レ
（
平
）
テ
（
上
〉
記
》
二
2
0
頁
）

イ
レ
テ

〔
史
記
室
町
点
〕
没
レ
水
（
巻
六
秦
始
皇
本
紀
1
8
ウ
）

〔
図
書
寮
本
〕
汲
水
雲
急
…
ク
（
上
）
ム
（
平
）
易
ミ
（
上
）
ツ
（
上
濁
）
ク
ム
記
》
（
5
4
頁
）

ミ
ツ
ク
ム

〔
史
記
室
町
点
〕
汲
　
（
巻
七
十
六
平
原
君
虞
卿
列
伝
1
オ
）

〔
図
書
寮
本
〕
墳
雲
分
…
ウ
（
平
）
コ
（
平
濁
）
モ
（
上
）
ツ
（
平
）
響
真
云
ツ
（
上
）
カ
（
平
）
≡
2
2
9
頁
）

〔
史
記
室
町
点
〕
撃
ソ
テ
撃
ア
リ
（
「
ヲ
」
マ
マ
）
琵
安
国
日
色
黒
而
墳
起
〓
巻
二
夏
本
紀
4
ウ
）

ウ
コ
モ
レ
ッ

こ
れ
ら
の
訓
の
一
致
、
取
分
け
「
拙
」
「
識
」
「
浴
」
に
お
い
て
二
訓
が
併
せ
て
一
致
す
る
点
、
「
没
イ
レ
テ
」
が
訓
読
の
現
場
形
で
一
致
す

る
点
は
、
出
典
表
示
「
記
」
が
史
記
で
あ
る
こ
と
を
如
実
に
示
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
右
以
外
の
例
も
含
め
、
本
紀
、
世
家
の
訓
と
一
致

す
る
例
が
概
し
て
多
い
が
、
「
汲
ミ
ヅ
ク
ム
」
の
よ
う
に
列
伝
で
の
一
致
例
も
存
す
る
亡
と
は
、
図
書
寮
本
が
用
い
た
史
記
点
本
の
巻
次
の
範
囲

（13）

の
問
題
と
も
関
わ
っ
て
留
意
さ
れ
よ
う
。
な
お
、
「
拙
」
「
識
」
「
浴
」
に
お
け
る
一
致
で
は
、
出
典
表
示
「
記
」
が
、
次
位
の
直
接
出
典
表
示

の
な
い
和
訓
に
も
及
ぶ
こ
と
が
相
互
に
明
ら
か
に
な
る
。
こ
の
点
は
、
図
書
寮
本
の
和
訓
の
出
典
の
示
し
方
に
お
い
て
留
意
し
て
お
く
必
要

（14）

が
あ
る
。

但
し
、
次
節
に
も
述
べ
る
如
く
、
「
記
」
の
訓
の
中
に
は
、
上
杉
本
室
町
点
、
更
に
は
上
掲
の
他
の
史
記
点
本
と
照
合
し
て
も
一
致
す
る
も

の
が
見
出
せ
な
い
例
が
、
僅
か
と
は
必
ず
し
も
言
い
難
い
例
数
存
す
る
（
次
節
参
照
）
。
こ
の
中
に
は
、
被
注
字
（
熟
字
を
含
む
）
自
体
が
史
記

に
見
出
さ
れ
な
い
例
も
あ
り
、
そ
れ
ら
の
一
端
は
先
の
小
助
川
氏
の
発
表
に
お
い
て
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
個
々
に
検

討
し
て
処
理
さ
れ
る
必
要
が
あ
り
、
比
較
的
簡
単
に
説
明
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
一
方
、
種
々
の
状
況
を
想
定
す
る
必
要
の
あ
る
も
の
も
あ
る

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
一



鎌
　
倉

な
ど
区
々
で
あ
る
。

以
下
、
本
稿
で
は

○
　
〔
図
書
寮
本
〕

時
　
代
　
語
　
研
　
究

こ
れ
ら
の
具
体
的
検
討
処
理
は
上
に
も
述
べ
た
如
く
、
こ
こ
で
は
省
略
す
る
。

「
記
」
が
史
記
で
あ
る
こ
と
を
前
提
に
稿
を
進
め
る
。
な
お
、

イ
ツ
パ
テ
ホ
（
平
）
ム
（
平
）
ル
（
上
）
マ
（
上
）
ネ
（
上
）
ス
（
平
軽
）
　
　
　
ヲ

詳
　
響
　
　
　
　
　
　
　
　
　
太
子
史
記
世
界
（
9
9
貫
）

四
七
二

イ

ツ

ハ

テ

ル

マ

ネ

シ

テ

　

　

ヲ

〔
史
記
室
町
点
〕
詳
　
馨
　
レ
太
－
子
（
巻
三
十
九
晋
世
家
7
ウ
）

は
、
句
の
形
で
掲
出
さ
れ
た
標
出
字
に
傍
訓
の
形
で
掲
げ
ら
れ
た
訓
の
例
で
あ
る
が
、
出
典
表
示
が
「
史
記
世
界
」
　
（
「
世
界
は
」
「
世
家
」
の
誤

か
）
と
あ
っ
て
「
史
記
」
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
の
で
、
以
下
出
典
表
示
「
記
」
の
和
訓
と
同
列
に
扱
う
。
因
み
に
、
出
典
表
示
「
列

侍
・
列
」
は
史
記
の
列
伝
と
は
考
え
難
い
。

三
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
状
況

ま
ず
図
書
寮
本
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
状
況
を
、
以
下
の
方
針
に
従
っ
て
検
討
す
る
。
そ
の
後
に
、
次
節
に
お
い
て
不
採
録
の
史
記

の
訓
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
行
う
こ
と
と
す
る
。

○
史
記
点
本
に
上
杉
本
室
町
点
を
用
い
、
そ
の
加
点
さ
れ
た
訓
が
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
か
否
か
を
比
較
検
討
す
る
。

図
書
寮
本
の
現
存
部
分
の
部
首
に
該
当
す
る
漢
字
の
訓
が
対
象
と
な
る
。

○
史
記
上
杉
本
室
町
点
に
お
い
て
、
右
訓
に
対
す
る
左
訓
な
ど
の
異
訓
、
上
欄
・
下
欄
に
書
き
出
さ
れ
た
訓
は
、
別
に
扱
う
必
要
性
も
考

え
ら
れ
る
が
、
本
稿
で
は
こ
れ
ら
も
区
別
せ
ず
対
象
と
す
る
。
但
し
、
今
回
は
注
（
集
解
、
索
隠
、
正
義
）
に
加
点
さ
れ
た
訓
は
対
象
と

し
な
い
。
原
則
と
し
て
全
訓
附
訓
を
採
取
し
た
が
、
語
中
の
一
部
音
節
が
省
記
さ
れ
て
い
る
も
の
や
活
用
語
尾
の
み
な
ど
の
部
分
附
訓

で
あ
っ
て
も
、
訓
が
確
定
可
能
で
且
つ
他
に
全
訓
附
訓
例
が
見
出
せ
な
い
も
の
は
採
取
に
努
め
た
。
同
一
の
字
に
対
す
る
同
一
の
訓
は
、

原
則
と
し
て
初
出
例
の
み
を
採
取
し
た
。

○
漢
字
と
そ
れ
に
対
す
る
一
つ
の
訓
を
一
組
と
し
て
、
こ
れ
を
一
例
と
し
て
扱
う
。



O
「
ナ
ガ
ル
」
と
「
ナ
ガ
ス
」
な
ど
語
根
が
共
通
で
自
動
詞
と
他
動
詞
と
の
関
係
に
な
る
も
の
、
動
詞
と
そ
の
連
用
形
転
成
名
詞
と
の
関

係
に
な
る
も
の
、
動
詞
と
そ
の
ク
語
法
と
の
関
係
に
な
る
も
の
も
、
原
則
と
し
て
一
致
す
る
例
に
扱
い
、
一
方
が
音
便
形
な
ど
音
韻
変

化
を
伴
う
語
形
で
あ
る
場
合
も
多
く
一
致
例
と
し
た
。

以
上
の
方
針
に
基
い
て
比
較
検
討
し
た
結
果
、
上
杉
本
室
町
点
に
よ
る
史
記
の
訓
の
、
図
書
寮
本
に
お
け
る
採
録
状
況
は
、
以
下
の
Ⅲ
～
伸

の
四
類
に
分
れ
た
。
簡
略
に
説
明
す
る
。

Ⅲ
図
書
寮
本
に
史
記
出
典
（
「
記
」
表
示
、
「
史
記
世
界
」
を
含
む
）
の
和
訓
と
し
て
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
…
…
7
7
例

具
体
例
は
前
節
に
掲
げ
た
も
の
を
参
照
さ
れ
た
い
。
ほ
か
に
（
図
書
寮
本
の
語
形
で
漢
字
・
訓
の
み
を
掲
げ
、
濁
音
に
は
濁
点
を
附
す
（
声
点
が
施

さ
れ
て
い
な
い
も
の
も
濁
音
が
明
ら
な
も
の
は
同
様
と
す
）
。
必
要
に
応
じ
て
上
杉
本
室
町
点
の
語
形
を
括
弧
に
て
示
す
（
活
用
語
は
基
本
形
で
掲
げ
る
）
）
、

ス

法
ノ
ト
ル
　
汝
ナ
ム
ヂ
ノ
（
ナ
ム
ヂ
）
　
済
ワ
タ
ル
（
ワ
タ
ル
）
　
沈
シ
ヅ
ム
　
測
ハ
カ
ル

な
ど
が
あ
る
。

な
お
、
高
山
寺
本
建
暦
点
（
巻
三
股
本
紀
）
、
高
山
寺
本
鎌
倉
初
期
点
（
巻
四
周
本
紀
）
、
延
久
点
（
巻
九
呂
后
本
紀
、
巻
十
孝
文
本
紀
、
巻
十
一

孝
景
本
紀
）
を
も
援
用
す
れ
ば
、
該
当
例
は
更
に
4
例
加
わ
り
、
合
計
8
1
例
と
な
る
。

拗
図
書
寮
本
に
史
記
以
外
の
出
典
で
採
録
さ
れ
て
い
る
和
訓
に
一
致
す
る
も
の
…
…
3
9
8
例

こ
の
例
が
多
数
存
し
、
Ⅲ
よ
り
も
圧
倒
的
に
多
い
。
例
え
ば
、
文
選
出
典
で
は
、

源
ミ
ナ
モ
ト
　
清
キ
ヨ
ム
（
キ
ヨ
マ
ル
）
　
潜
カ
タ
シ
テ
（
カ
ク
ル
）
　
流
ナ
ガ
ル
　
折
サ
カ
ノ
ボ
ル

（15）

な
ど
5
6
例
が
存
す
る
。
以
下
、
該
当
例
の
全
出
典
名
と
例
数
を
掲
げ
る
。

文
選
「
選
・
巽
」
…
5
6
例
　
詩
経
「
詩
」
…
5
6
例
　
周
易
「
易
」
…
3
5
例
　
尚
書
「
書
」
…
3
4
例
自
民
文
集
「
集
・
自
」

…
3
2
例
　
論
語
「
論
・
合
」
…
2
4
例
　
後
漢
書
「
後
」
…
2
1
例
　
列
伝
「
列
」
（
或
い
は
後
漢
書
か
）
…
1
1
例
　
察
畠
月
令
「
月
」

…
5
例
　
礼
記
「
礼
」
…
4
例
　
孝
経
「
孝
」
…
4
例
　
顔
氏
家
訓
「
彦
」
…
3
例
　
遊
仙
窟
「
遊
」
…
2
例
　
老
子
「
老
」

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

四
七
四

…

1

例

小
切
韻
「
切
」
…
1
1
例
　
　
律
「
律
・
章
」
…
6
例
　
　
律
集
解
「
章
集
解
」
…
1
例
　
　
唱
和
集
「
唱
」
…
1
例
　
　
行
円
…
1
例

大
般
若
経
字
抄
「
公
云
」
…
2
2
例
　
　
和
名
類
衆
抄
「
川
云
」
…
2
1
例
　
　
倭
名
戎
本
…
1
例
　
　
季
綱
切
韻
「
季
云
」
…
1
2
例
　
　
善

珠
撰
書
「
珠
云
・
朱
云
」
…
6
例
　
　
玉
篇
抄
「
玉
抄
云
」
…
5
例
　
一
字
頂
輪
儀
軌
音
義
「
弘
云
」
…
2
例

真
興
撰
書
「
真

云
」
　
（
大
般
若
経
音
訓
と
は
別
書
か
）
…
2
例
　
　
允
亮
抄
「
允
亮
云
」
…
1
例
　
　
口
俸
…
2
例

出
典
無
表
示
…
1
5
例
　
　
出
典
未
詳
（
破
損
）
…
1
例

こ
れ
ら
に
は
、
史
記
に
も
同
じ
訓
の
あ
る
こ
と
が
認
識
さ
れ
た
上
で
直
接
に
は
史
記
以
外
よ
り
採
ら
れ
た
も
の
と
、
史
記
に
つ
い
て
は
考

（16）

慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
が
存
す
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
事
は
ま
た
、
出
典
に
よ
る
和
訓
採
録
の
優
先
順
位
と
も
関
わ
る
と
考
え
ら
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
そ
の
間
題
は
措
く
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
史
記
の
訓
（
上
杉
本
に
よ
る
）
が
、
結
果
的
に
採
録
さ
れ
て
い
る
と
扱
わ
れ
る
べ
き
も

の
で
あ
る
。
田
畑
を
合
せ
る
と
4
7
5
例
と
な
る
。

畑
図
書
寮
本
に
全
く
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
　
（
標
出
字
自
体
が
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
を
含
む
）
…
5
4
9
例

こ
れ
が
、
図
書
寮
本
に
お
い
て
最
終
的
に
不
採
録
の
史
記
の
訓
（
上
杉
本
に
よ
る
）
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
Ⅲ
佃
の
合
計
4
7
5
例
よ
り
も
多
数

を
占
め
て
お
り
、
こ
の
点
注
意
さ
れ
よ
う
。
今
後
、
観
智
院
本
に
お
け
る
状
況
を
検
討
す
る
こ
と
を
予
め
考
慮
し
て
、
こ
れ
ら
を
観
智
院
本

に
採
録
さ
れ
て
い
る
か
否
か
に
よ
っ
て
分
け
、
若
干
例
を
掲
げ
る
と
　
（
上
杉
本
史
記
の
語
形
（
活
用
語
は
基
本
形
）
に
よ
る
）
、

④
観
智
院
本
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
…
2
6
6
例

用
水
ミ
ヅ
　
清
キ
ヨ
シ
　
波
ナ
ミ
　
浅
ア
サ
シ
　
深
フ
カ
シ
　
な
ど
2
2
例

㈲
氾
ヒ
ロ
シ
　
抹
ア
ワ
　
芝
コ
ボ
ス
・
ア
マ
ネ
シ
　
済
ナ
ス
　
潰
ツ
ヒ
ユ
　
な
ど
蝕
例

同
と
し
た
2
2
例
は
、
漢
字
自
体
が
平
易
で
且
つ
訓
も
そ
の
漢
字
に
対
し
て
最
も
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
が
観
智
院

本
で
補
わ
れ
て
い
る
の
は
当
然
と
し
て
、
図
書
寮
本
に
お
い
て
採
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
平
易
な
訓
で
あ
る
故
に
、
拠
っ
た
史
記
点
本
に



偶
ゴ
」
れ
ら
の
加
点
が
無
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
届
の
抽
例
は
同
以
外
の
も
の
で
あ
る
。

⑥
観
智
院
本
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
…
2
8
3
例

済
ヲ
フ
　
漑
ス
デ
ニ
・
コ
ト
♪
（
1
ク
ニ
注
タ
ツ
・
キ
ル
　
準
ハ
ナ
・
ツ
ラ
　
潰
ツ
ブ
ル
　
な
ど

図
書
寮
本
に
不
採
録
だ
っ
た
用
例
の
内
、
半
数
近
く
が
観
智
院
本
で
は
採
録
さ
れ
て
い
る
が
（
そ
の
直
接
の
出
典
に
つ
い
て
は
未
検
討
で
あ

る
）
、
な
お
半
数
以
上
が
観
智
院
本
に
も
不
採
録
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
両
者
を
含
め
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
史
記
の
訓
に
つ
い
て
は
、
次

節
で
更
に
検
討
を
加
え
る
。

㈲
図
書
寮
本
に
史
記
出
典
（
「
記
」
表
示
）
の
和
訓
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
な
が
ら
上
杉
本
室
町
点
に
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
…
…
2
7
例

渕
フ
チ
　
滅
キ
エ
ヌ
　
溢
ミ
ツ
　
瓶
タ
＼
ヘ
リ
　
冬
フ
ユ

な
ど
が
あ
り
、
上
述
の
如
く
、
個
々
の
事
情
が
考
え
ら
れ
る
が
詳
細
は
措
く
。
な
お
、
Ⅲ
で
言
及
し
た
如
く
、
高
山
寺
本
建
暦
点
等
、
他
の

三
点
本
を
も
用
い
れ
ば
、
こ
れ
ら
の
内
の
4
例
は
史
記
点
本
に
見
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
（
次
節
参
照
）
、
そ
れ
に
よ
れ
ば
見
出
さ
れ
な
い
も

の
は
2
3
例
と
な
る
。

四
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
史
記
の
訓
と
そ
の
検
討

前
節
の
比
較
検
討
に
よ
っ
て
、
上
杉
本
室
町
点
に
よ
る
史
記
の
訓
の
中
で
、
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
全
く
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
㈲
）

が
5
4
9
例
も
存
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
れ
は
、
史
記
以
外
の
出
典
に
よ
る
も
の
も
含
め
た
、
図
書
寮
本
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
（
…
佃
の

合
計
）
捕
例
よ
り
も
む
し
ろ
多
く
、
図
書
寮
本
に
お
い
て
史
記
が
和
訓
の
出
典
の
一
つ
と
な
っ
て
い
て
も
、
実
際
に
は
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も

の
が
多
数
に
上
る
こ
と
が
分
る
。
観
智
院
本
に
お
い
て
は
そ
の
半
数
近
く
が
増
補
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
半
数
以
上
は
不
採

録
の
ま
ま
で
あ
る
。
史
記
の
訓
の
中
に
観
智
院
本
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
も
の
が
あ
る
こ
と
は
、
図
書
寮
本
（
原
撰
本
）
に
お
い
て
元
々
右
の

如
く
多
数
の
も
の
が
採
録
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
第
一
の
要
因
が
あ
る
と
理
解
さ
れ
、
加
え
て
観
智
院
本
（
改
編
本
）
に
お
い
て
も
そ
の

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
五



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
七
六

半
数
以
上
が
補
わ
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
る
こ
と
が
分
る
。
観
智
院
本
に
お
け
る
増
補
等
に
関
わ
る
問
題
は
今
後
に
委
ね
る
こ
と
と
し
、
こ

こ
で
は
図
書
寮
本
に
お
け
る
不
採
録
の
訓
の
状
況
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
深
め
た
い
。

前
節
の
検
討
で
は
、
史
記
全
巻
の
訓
と
比
較
す
る
必
要
か
ら
、
史
記
点
本
と
し
て
上
杉
本
室
町
点
を
用
い
た
。
同
点
は
、
上
述
の
如
く
藤

原
式
家
英
房
の
二
二
四
八
年
の
点
を
伝
え
る
も
の
で
あ
り
、
基
本
的
に
平
安
時
代
の
訓
を
伝
え
て
い
る
こ
と
は
、
初
め
に
掲
げ
た
三
教
指
帰

注
集
長
承
二
（
二
三
三
）
～
三
年
点
に
引
用
さ
れ
た
史
記
の
訓
と
同
点
と
が
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
わ
れ
る
所
で
あ
る
。
し
か
し
な

が
ら
、
平
安
時
代
の
訓
を
概
し
て
良
く
伝
え
て
い
る
と
し
て
も
、
多
少
の
変
移
は
あ
り
う
る
上
、
訓
の
系
統
上
の
問
題
も
あ
り
、
図
書
寮
本

が
拠
っ
た
史
記
点
本
と
全
同
で
あ
っ
た
と
は
考
え
難
い
。
前
節
に
お
い
て
出
典
表
示
「
記
」
の
和
訓
の
中
に
も
上
杉
本
と
一
致
し
な
い
も
の

（
刷
）
が
存
し
た
原
因
の
一
つ
に
は
、
こ
の
事
も
あ
る
と
思
し
く
、
そ
の
点
か
ら
す
れ
ば
、
図
書
寮
本
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
上
杉
本
室
町
点

史
記
の
訓
の
中
に
は
、
図
書
寮
本
の
拠
っ
た
点
本
と
相
違
の
あ
っ
た
ケ
ー
ス
が
、
少
例
な
が
ら
も
含
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
。
そ
こ
で
、

零
本
な
が
ら
平
安
後
期
か
ら
鎌
倉
初
期
の
加
点
に
な
る
上
掲
の
史
記
三
点
本
、
即
ち
、

八
巻
三
股
本
紀
）
高
山
寺
蔵
建
暦
元
年
（
一
二
二
）
点

八
巻
四
周
本
紀
）
高
山
寺
蔵
鎌
倉
初
期
点

八
巻
九
呂
后
本
紀
・
巻
十
孝
文
本
紀
・
巻
十
一
孝
景
本
紀
）
延
久
五
年
（
一
〇
七
三
）
点

を
更
に
用
い
て
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
、
上
杉
本
に
よ
る
史
記
の
訓
5
4
9
例
の
内
で
、
こ
れ
ら
の
巻
に
該
当
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
こ
の
三

点
本
と
の
比
較
を
も
行
っ
て
み
る
。
こ
の
検
討
を
経
た
上
で
、
更
に
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
訓
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ら
の
訓
の
性
格
に
つ
い

て
の
考
察
を
行
う
こ
と
と
す
る
。
な
お
、
延
久
点
の
巻
十
一
孝
景
本
紀
に
つ
い
て
は
該
当
例
が
無
い
た
め
、
結
果
的
に
除
外
さ
れ
る
。
ま
た

延
久
点
に
は
、
康
和
三
年
（
二
〇
一
）
、
建
久
七
年
（
二
九
六
）
の
点
も
あ
り
、
特
に
問
題
の
生
じ
な
い
限
り
こ
れ
ら
も
含
め
て
扱
う
。

（17）

以
下
各
巻
毎
に
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
上
杉
本
室
町
点
の
訓
を
、
右
各
点
と
対
比
す
る
。



八
巻
三
股
本
紀
）
　
（
建
暦
点
）

⑦
建
暦
点
が
上
杉
本
室
町
点
と
一
致
す
る
も
の
（
読
添
語
部
分
の
相
違
は
不
問
、
以
下
同
）
…
…
6
例

図
書
寮
本
に
不
採

録
の
室
町
点
の
訓

図
書
寮
本
の
参

考
訓
な
ど
備
考

①
　
滋
　
コ
シ
㊦

②
　
次
　
ツ
イ
ヅ
㊤

③
　
訓
　
シ
タ
ガ
フ
㊤

④
　
網
　
ア
ミ
⑧
‖

「
欠
」
部
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
可
能
性
も
あ
り

⑤
　
他
　
ウ
レ
フ
㊥

⑥
　
嚢
　
フ
ク
ロ
㊥

Ⅲ
　
〔
建
　
暦
　
点
〕

コ

キ

　

を

滋
－
昧
（
3
6
）

ツ
イ
ツ

次
　
（
2
5
8
）

ト
キ
ハ
シ
タ
カ
ハ

不
レ
訓
　
（
7
）

リ
テ
ア
ミ
を
　
に

張
二
網
…
一
（
4
3
）

ワ

カ

に

吾
網
（
4
4
）

ス
　
　
ウ
レ
ヘ

不
レ
址
　
（
5
5
）

の

　

ア

ク

ロ

を

革
（
訓
）
嚢
　
（
1
8
5
）

Ⅳ
　
〔
室
町
点
〕

コ
キ
ア
チ
ヲ

滋
味
　
（
3
オ
）

ツ
イ
ツ

次
　
（
1
3
ウ
）

ト
キ
こ
ハ
シ
タ
カ
ハ

不
　
レ
訓
　
（
1
オ
）

サ
ル張

こ
網
…
一
（
3
ウ
）

カ
ア
ミ
ニ

吾
網
　
（
3
ウ
）

ウ
レ
ヘ

不
他
　
（
4
オ
）

ノ
フ
ク
ロ
ゴ
ノ

革
嚢
　
（
1
0
オ
）

I
欄
は
Ⅳ
欄
の
室
町
点
の
当
該
訓
、

即
ち
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
訓
を
掲
げ
た
も
の
で
、
そ
の
訓
の
下
に
附
記
し
た
④
、
⑥
は
、
前
節
に

お
け
る
、
④
観
智
院
本
に
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
と
⑥
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
と
の
区
別
を
表
し
、
内
④
同
は
㊥
に
お
い
て
吊
（
漢
字
・
訓

と
も
平
易
で
一
般
的
な
も
の
）
に
区
分
し
た
も
の
で
あ
る
。
以
上
の
6
例
は
、
建
暦
点
も
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
室
町
点
の
訓
と
一
致
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
建
暦
点
に
よ
っ
て
も
図
書
寮
本
に
不
採
録
と
な
る
も
の
で
あ
る
。
次
掲
の
、
建
暦
点
が
不
一
致
の

も
の
よ
り
も
多
い
。
な
お
②
「
次
ツ
イ
ヅ
」
は
、
図
書
寮
本
の
現
存
し
な
い
「
欠
」
部
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

㊥
建
暦
点
が
上
杉
本
室
町
点
と
一
致
し
な
い
も
の
…
…
4
例

I
〔
同
前
〕
　
　
　
一
一
．
H
（
同
前
）

類
緊
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て

一
m
〔
建
暦
点
〕

高
〔
室
町
点
〕

四
七
七



鎌
　
倉
　
時
　
代

⑦
　
附
　
マ
コ
ト
㊥

語
　
研
　
究

⑧
　
心
　
ム
ネ
⑧

⑨
　
埋
　
ク
マ
モ
ノ
⑥

⑩
　
　
　
タ
マ
フ
⑤

朱
云
几
都
（
平
）
久
（
上
）
　
◎

コ
（
平
）
＼
（
平
）
ロ
（
上
）
詩
　
◎

て

　

　

を

附
（
訓
）
命
…
《
孔
安
園
日

（
永
）
　
　
（
永
）

有
求
有
不
求
也
》
　
（
1
7
0
）

（以）

天
巳
信
命
正
其
徳
謂

の
に

聖
】
人
心
（
訓
）
　
（
2
4
2
）

リ
セ
ム
　
　
ナ
ム
チ
に
　
　
　
　
　
（
術
カ
）

理
（
上
）
レ
女
　
《
尚
書
理
出
字
作
資
鄭
玄
自
賛
賜
》

（61）

四
七
八

マ
コ
ト
ニ
テ
　
ヲ

附
　
命
（
9
ウ
）

ノ
ム
ネ
ニ
ハ

聖
人
心
　
　
（
1
2
ウ
）
（
右
訓
）

コ
ヽ
ロ
二
ハ

タ

マ

モ

ノ

セ

ン

　

タ

チ

こ

理
　
　
女
　
（
4
オ
）

タ
マ
ハ
ム

右
の
内
⑦
、
⑨
⑩
に
つ
い
て
は
、
室
町
点
に
も
建
暦
点
と
同
内
容
の
集
解
注
を
有
し
て
い
る
が
省
略
す
る
（
以
下
室
町
点
に
お
け
る
注
は
同

様
に
略
す
）
。
⑦
「
附
」
、
⑧
「
心
」
は
、
建
暦
点
で
は
漢
字
の
読
み
と
し
て
は
訓
読
符
の
み
が
加
点
さ
れ
て
お
り
、
⑦
「
ツ
ク
」
、
⑧
「
コ
＼

ロ
」
の
訓
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
訓
は
、
H
欄
に
掲
げ
た
如
く
、
図
書
寮
本
の
当
該
字
の
項
に
史
記
以
外
の
出
典
な
が
ら
掲
載
さ
れ

（18）

て
い
る
（
◎
印
は
そ
の
趣
旨
を
示
す
）
。
⑨
⑩
「
理
」
は
、
建
暦
点
で
は
字
音
読
に
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
⑦
～
⑩
に
つ
い
て
は
、
建
暦
点
の
状

況
か
ら
す
れ
ば
、
図
書
寮
本
の
拠
っ
た
史
記
点
本
の
訓
が
室
町
点
と
異
な
っ
て
い
た
た
め
に
（
或
い
は
建
暦
点
の
よ
う
で
あ
っ
た
か
）
、
室
町
点

の
訓
が
不
採
録
に
な
っ
て
い
る
可
能
性
も
考
え
う
る
。

八
巻
四
周
本
紀
）
　
（
鎌
倉
初
期
点
）

⑦
鎌
倉
初
期
点
が
上
杉
本
室
町
点
と
一
致
す
る
も
の
…
…
2
3
例

I

⑪
　
済

⑫
　
兼

⑬
　
計

⑭
　
訴

〔
同
前
〕

ア
ソ
ブ
㊥

ア
ハ
④

ハ
カ
リ
ミ
ル
㊤

ヨ
ロ
コ
ブ
㊥

H
　
（
同
前
）

「
雑
」
部
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
可
能
性
も
あ
り

ハ
（
平
）
カ
（
平
）
ル
（
上
）
月

H
　
〔
鎌
倉
初
期
点
〕

ウ
ノ
ソ
フ

清
　
（
3
4
2
）

ア
ワ
を

兼
（
平
軽
）
…
登
阜
昭
日
東
龍
所
吐
抹
龍
之
精
気
雲
仙
）

ハ
カ
リ
ミ
ル
に
は

計
　
　
者
（
6
1
4
）

ヨ

ロ

コ

ヒ

訴
（
訴
）
（
平
軽
）

キ
ン

イ
タ
ヽ
キ

戴
（
去
）
　
（
2
8
8
）

タ
イ
シ

Ⅳ
　
〔
室
町
点
〕

ア
ソ
フ

溶
　
（
2
1
オ
）

ア
ハ
ヲ

兼
　
（
2
5
ウ
）

ハ
カ
リ
ミ
レ
ハ

計
　
　
者
（
3
5
オ
）

ヨ
ロ
コ
ヒ
イ
タ
ヽ
ヒ
テ

訴（識）

（
1
8
ウ
）



⑬
　
疏
　
ウ
ト
シ
④

⑯
　
産
　
ナ
ス
㊤

⑰
　
ト
　
ウ
ラ
ナ
フ
㊥

⑩
　
崇
　
タ
フ
ト
ブ
④

⑳
　
盆
　
イ
カ
ル
④

⑳
　
恰
　
ヨ
ロ
コ
ブ
㊤

⑳
　
忍
　
シ
ノ
ブ
㊥
川

⑳
　
悪
　
ア
シ
④
‖

⑳
　
烙
　
ツ
ト
ム
㊤

⑳
　
慰
　
ウ
ラ
ム
④

（19）

⑳
　
帥
（
師
）
　
モ
ロ
／
＼
④

⑳
　
索
　
ツ
タ
⑧

⑳
　
諌
　
サ
ワ
グ
⑥

ウ
（
上
）
ト
（
上
）
ム
（
平
）
ス
（
平
軽
濁
）
命

宗
タ
（
上
）
フ
（
上
）
ト
フ
巽

「
雑
」
部
に
掲
載
さ
れ
て

い
た
可
能
性
も
あ
り

⑳
　
訊
　
カ
タ
チ
⑤

⑳
　
郷
　
オ
モ
ム
キ
⑨

⑳
　
郷
　
サ
キ
⑨

サ
（
上
）
ト
（
上
）
切
　
（
◎
右
訓
）

・
ワ
ト
ク
ナ
ヽ
ム

疏

（605）

ナ
ス

産
　
（
3
9
2
）

ツ
ヽ
シ
ミ
ウ
ラ
ナ
フ

穆
－
卜
　
（
2
1
6
）

タ
フ
ト
ヒ

崇
　
（
1
3
1
）

イ
カ
ラ
む

盆
　
（
6
4
6
）

ヨ

ロ

コ

ヒ

ヨ

ロ

コ

ハ

シ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

辟

）

恰
－
説
　
…
《
徐
磨
日
恰
一
作
乱
》
　
（
1
1
4
）

シ
ト
云
て
シ
ノ
ヒ

不
三
忍
二
　
（
2
9
）

ア
シ
ク
は

交
悪
　
（
6
7
9
）

ツ
ト
メ
ッ
ト
ム

格
－
勤
　
（
拗
）

セ
ム
　
ウ
ラ
ム
ル
コ
ト
ヲ
　
　
イ
カ
ラ
ム
カ

鵠
レ
慰
　
　
而
怒
　
乎
（
塑
（
本
文
に
異
同
あ
り
）

ナ
シ
　
ウ
ラ
ミ
テ
　
　
　
　
　
　
イ
カ
レ
リ
ト

モ

ロ

く

師
　
　
（
3
2
0
）

イ

ヱ

ノ

　

ツ

ク

ル

ナ

リ

家
之
索
　
《
孔
安
国
日
素
志
也
…
》
（
1
2
7
）

シ
ム
　
サ
ハ
カ
シ
ム
　
　
　
　
　
　
　
　
（
誰
）

使
…
諌
　
之
空
耳
昭
日
課
護
呼
也
唐
回
目
群
呼
日

謀
也
》
　
（
4
4
7
）

カ
タ
チ
を

訊
明
也
（
左
傍
）
見
聖
・

考
合
重
之
至
》

（貌）

《
孔
安
国
日
…
惟
察
其
根
有
所

（328）

カ
イ
　
　
　
　
　
オ
モ
ム
キ
を

利
－
害
（
去
）
之
郷

サ
ト郷

【
者
（
4
5
4
）
（
左
訓
）

サ
キ
ノ

（昭）

登
卑
照
日
郷
方
也
》
（
2
7
7
）

L
ワ
ト
カ
ラ
ム

疏

類
緊
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て

ナ
ス産

（
2
3
オ
）

ツ
ヽ
シ
ミ
ウ
ラ
ナ
フ

穆
　
ト
　
（
1
5
オ
）

崇
　
（
9
ウ
）

タ
フ
ト
ヒ

イ
カ
ラ
ム

盆
　
（
3
7
オ
）

ヨ
ロ
コ
ヒ
　
ハ
シ
ム

恰
l
説
　
（
8
ウ
）

ト
云
シ
ノ
ヒ

不
三
忍
二
　
（
3
オ
）

バ
リ
ア
シ
タ
バ

交
悪
　
（
3
9
オ
）

ツ
ト
メ
ッ
ト
ム

烙
－
勤
　
（
1
8
ウ
）

ウ
ラ
ミ
イ
カ
ル
コ
ト

慰
揮
　
（
2
3
ウ
）

モ

ロ

く

師
　
（
2
0
オ
）

ノ
　
　
ッ
ク
ル
ナ
リ

家
之
索
　
　
（
9
ウ
）

サ
ハ
カ

使
下
…
諌
上
之
　
（
2
6
オ
）

カ
タ
チ
を

訊
　
（
2
0
オ
）

ノ
　
　
オ
モ
ム
キ
ヲ

利
基
口
之
郷
　
　
（
1
8
オ
）

サ
キ
ノ
モ
ノ

郷
者
（
2
6
オ
）

サ
キ
ノ

四
七
九



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

⑳
　
都
　
フ
サ
グ
⑤

⑳
　
墳
　
オ
ソ
ル
⑥
（
⑳
参
照
）

⑳
　
息
　
ス
タ
ル
⑤

フ
サ
カ
レ
タ
ル
ナ
リ

部
　
　
　
之
也
（
3
7
7
）

オ
ソ
ル
ヽ
ナ
リ
イ
ム
二

填
二
　
陰
（
平
軽
）
一
也
登
阜
昭
日
爵
陰
所
鎮
窄
》
　
（
4
2
1
）

ス
タ
レ
ナ
ム

息
　
　
（
6
6
2
）
　
（
右
訓
）

ヤ
ム
ナ
ム

以
上
⑪
～
⑳
の
2
3
例
は
、
鎌
倉
初
期
点
に
よ
っ
て
も
、
少
く
と
も
漢
字
自
体
の
訓
に
は
室
町
点
と
相
違
が
無
く
、

四
八
〇

ア
サ
ク
ナ
リ

部
　
之
也
　
（
2
2
ウ
）

ヲ

ソ

ル

ヽ

ナ

リ

　

に

填
　
　
レ
陰
（
2
5
オ
）
（
右
訓
）

ヲ
ソ
ハ
ル
ヽ
ナ
リ

ス
タ
レ
ナ
ム

息
　
　
（
3
8
オ
）
　
（
右
訓
）

ヤ
ム
ナ
ム

史
記
の
訓
の
相
当
に
多

く
の
も
の
が
図
書
寮
本
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
良
く
物
語
っ
て
い
る
。
但
し
⑳
「
郷
サ
キ
」
　
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉
初
期
点
で
は
右
訓

で
は
「
サ
ト
」
と
な
っ
て
お
り
、
こ
の
訓
で
あ
れ
ば
H
欄
に
示
し
た
如
く
、
図
書
寮
本
に
他
出
典
で
は
あ
る
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
⑬

「
計
」
、
⑮
「
疏
」
に
つ
い
て
は
、
H
欄
に
掲
げ
た
如
く
、
近
似
し
た
訓
が
図
書
寮
本
に
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
史
記
の
訓
が
不
採
録
と
な
っ
た

の
は
或
い
は
こ
の
事
が
関
わ
っ
て
い
る
か
も
知
れ
な
い
。

㊥
鎌
倉
初
期
点
が
上
杉
本
室
町
点
と
一
致
し
な
い
も
の
…
…
1
0
例

I
　
〔
同
前
〕

⑭
　
潰
　
ツ
ヒ
ユ
㊤

⑳
　
防
　
フ
サ
グ
㊥

⑳
　
填
　
オ
ソ
フ
④
（
⑳
参
照
）

⑳
　
健
　
オ
ソ
ル
㊥

⑳
　
恐
　
オ
ソ
ル
㊥

H
　
（
同
前
）

公
云
…
ツ
（
上
）
ユ
（
平
）

フ
（
平
）
セ
（
平
）
ク
（
上
）
易

オ
（
上
）
チ
（
平
濁
）
テ
（
上
）
詩
◎

オ
（
上
）
ト
（
上
濁
）
ス
（
平
）
記

⑳
　
章
　
ア
ラ
バ
ル
⑥

⑳
　
登
　
イ
ヅ
（
？
）
⑥

ア
（
上
）
キ
（
平
）
ラ
（
上
）
カ
ナ
リ
蓄◎

ノ
（
上
）
ホ
（
上
濁
）
ル
（
平
）
巽
◎

Ⅲ
　
〔
鎌
倉
初
期
点
〕

ツ
ユ
ル
ト
キ
ハ

演
　
に
は
（
3
7
8
）

フ
セ
ク
ハ
　
ミ
ノ
　
　
　
を

防
二
　
民
之
口
一
（
3
7
8
）

オ
ソ
ル
ヽ
ナ
リ
イ
ム
二

填
こ
　
陰
（
平
軽
）
一
也
空
車
昭
日
烏
陰
所
鎮
窄
ご
4
2
1
）

オ
チ
て

健
　
（
2
1
6
）

て

西
周
・
恐
（
6
9
4
）
　
（
「
オ
ヅ
」
訓
か
）

ヲ
チ
て

（
参
考
）
々
（
東
）
々
（
周
）
々
（
君
）
恐
　
（
6
3
4
）

ア
キ
ラ
カ
ニ
ア
ラ
バ
レ
て

章
　
顧
　
　
（
1
7
3
）

て

ノ

ホ

て

　

　

に

入
登
…
上
．
（
1
5
0
）

Ⅳ
　
〔
室
町
点
〕

ツ
ヒ
エ
ヌ
ル
コ
ト
ハ

潰
　
　
　
　
（
2
2
ウ
）

フ
サ
ク
ハ
　
ノ
　
　
　
ヲ

防
　
民
之
口
　
（
2
2
ウ
）

ヲ

ソ

ル

ヽ

ナ

リ

　

に

填
　
レ
陰
（
2
5
オ
）
（
左
訓
）

ヲ

ソ

ハ

ル

ー

ナ

リ

マ
ノ
ソ
テ

健
　
（
1
5
オ
）
　
（
右
訓
）

西
周
恐
　
（
4
0
オ
）

ヲ
チ
テ

（
参
考
）
東
周
君
恐
（
3
6
ウ
）

ア
ラ
ハ
レ
　
ハ
レ
テ

章
－
顧
　
（
1
1
ウ
）

イ

テ

　

　

ニ

大
量
二
…
上
一
（
1
0
ウ
）



㊨
　
玩
　
ウ
ゴ
ク
⑥

⑫
　
　
ナ
ッ
ク
⑥

⑬
　
慈
　
ウ
ツ
タ
シ
ウ
ス
⑨

モ
（
平
）
テ
≡
ア
（
上
）
ソ
王
フ
（
平
淘
一
祈◎

ウ
（
平
）
ツ
（
平
）
ク
一
平
）
シ
（
平
）
ヒ
一
平
濁
）
詩

撃
ソ
フ
（
2
7
1
）

イ
ツ
タ
シ
ム
シ
テ
　
を

慈
　
　
レ
少
　
（
4
9
）

輿
（
柑
オ
二
謡
か
諒
一

＼

〒
欄
）
も
㌘
折
瑚
訓
）

モ
テ
ア
ソ
フ

ウ
ツ
タ
シ
ウ
シ
テ
　
ヲ

慈
　
　
レ
少
　
（
4
ウ
）

⑭
～
⑳
の
1
0
例
は
、
鎌
倉
初
期
点
で
は
訓
が
室
町
点
と
異
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
内
⑭
⑮
⑳
⑳
⑳
㊧
（
⑫
）
に
つ
い
て
は
、
鎌
倉

（20）

初
期
点
の
訓
で
あ
れ
ば
H
欄
に
掲
げ
た
如
く
、
図
書
寮
本
に
他
出
典
な
が
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、
図
書
寮
本
の
拠
っ

た
史
記
点
本
で
は
鎌
倉
初
期
点
の
よ
う
に
訓
ぜ
ら
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
お
⑳
「
恐
」
に
つ
い
て
は
、
H
欄
に
掲
げ
た
如
く
図
書
寮

ヲ
ト
サ
ン

本
に
は
、
史
記
出
典
（
「
記
」
）
の
訓
と
し
て
「
オ
ド
ス
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
訓
は
、
室
町
点
に
よ
れ
ば
巻
六
秦
始
皇
本
紀
の
「
恐
　
」

（
6
オ
）
　
が
一
致
訓
と
な
る
。

八
巻
九
呂
后
本
紀
・
巻
十
孝
文
本
紀
）
（
延
久
点
）

⑦
延
久
点
が
上
杉
本
室
町
点
と
一
致
す
る
も
の
…
…
1
0
例
（
⑭
～
⑰
巻
九
、
⑱
～
⑳
巻
十
）

I
　
〔
同
前
〕

㊨
　
荘
　
コ
ボ
ス
㊤

⑮
　
慰
　
ヤ
ス
ム
㊥

⑯
　
裡
　
カ
タ
ヌ
グ
④

㊨
　
訟
　
ア
ラ
バ
ナ
リ
⑨

H
　
（
同
前
）

ヤ
（
平
）
ス
（
上
）
ム
（
平
）
ス
（
平
）
詩

H
　
〔
延
久
点
〕

コ

ホ

ス

　

　

　

　

　

サ

カ

ツ

キ

を

荘
（
左
傍
）
敷
釦
反
…
厄
（
后
）
（
九
竺

ヤ

ス

ム

　

　

を

慰
其
㌧
心
　
（
1
3
4
）

に
カ
タ
ヌ
ケ
　
　
　
　
　
に
　
ヌ
ケ

右
担
．
…
左
複
．
　
（
2
2
0
）

未
…
訟
　
言
…
《
徐
度
目
訟
一
作
公
騨
案
重
昭
日

イ
ハ

訟
猶
公
者
》
　
（
型

Ⅳ
　
〔
室
町
点
〕

コ

ホ

ス

　

　

ヲ

淀
＼
＝
庖
　
（
九
3
オ
）

ヤ

ス

ム

ノ

ヲ

慰
二
其
心
－
（
8
オ
）

こ
カ
タ
ヌ
ケ
　
　
　
ニ
　
ケ

右
檀
　
…
左
檀
（
1
2
ウ
）

ア

ラ

ワ

ニ

ハ

未
三
…
訟
　
言
二
（
1
3
オ
）

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

⑳
　
践
　
ス
ア
シ
㊥

⑳
　
陪
　
タ
ス
ク
④

⑳
　
慧
　
ツ
＼
シ
ム
④

◎
　
累
　
シ
キ
リ
㊥

⑳
　
悦
　
ハ
ヅ
カ
シ
ム
⑤

⑳
　
布
　
ヤ
ツ
コ
⑨

「
受
」
部
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
り

「
田
」
部
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
り

ハ
（
平
）
ツ
（
上
濁
）
巽

ス

ア

シ

ス

ル

コ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

（

マ

マ

）

践
（
上
）
　
《
伏
願
日
践
嘉
也
謂
無
断
衰
也
孟
康
日
日

践
胱
也
晋
灼
日
漢
語
作
践
々
徒
胱
也
》
（
十
3
8
1
）

タ

ス

ク

を

陪
朕
《
文
穎
日
陪
輔
也
》
　
（
1
2
7
）

繋
　
（
右
傍
）
苦
角
反
謹
也
信
也
誠
也
（
1
1
2
）

ツ
ヽ
シ
ム

シ
キ
リ
ノ

累
1
年
（
3
1
6
）

カ

シ

ム

　

を

悦
　
其
心
　
（
3
5
6
）

む
　
コ
マ
テ
セ
ス

不
布
　
に
　
（
4
1
6
）

ヤ
ツ
コ

四
八
二

ス
ア
シ
ニ
ス
ル
コ
ト

践

（
十
1
9
オ
）

タ
ス
ク
　
　
　
　
ヲ

陪
　
レ
朕
（
6
ウ
）

タ
ス
ケ
タ
リ

ツ
ヽ
シ
ム

慧
　
（
6
オ
）

シ
キ
リ
ノ

累
－
年
（
1
6
オ
）

ハ
ツ
カ
シ
ム
　
　
　
を

慎
二
　
其
心
一
（
1
8
オ
）

ヤ
ツ
コ
マ
テ
二
セ

不
レ
布
　
　
　
（
2
0
ウ
）

（
初
出
は
巻
二
）

以
上
、
延
久
点
が
室
町
点
と
一
致
す
る
も
の
も
、
巻
三
建
暦
点
、
巻
四
鎌
倉
初
期
点
の
場
合
と
同
様
の
状
況
で
あ
る
。
⑮
⑳
は
図
書
寮
本

に
、
他
の
出
典
で
近
似
し
た
訓
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

㊥
延
久
点
が
上
杉
本
室
町
点
と
一
致
し
な
い
も
の
…
…
5
例
（
㊥
巻
九
、
◎
～
⑳
巻
十
）

I
　
〔
同
前
〕

⑳
　
微
　
ヒ
ソ
カ
ニ
㊥

H
　
（
同
前
）

「
ィ
」
部
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
り

◎
　
講

⑳
　
志

ウ
ク
⑧

コ

＼

ロ

④

コ
（
平
）
、
（
平
）
ロ
（
平
）
サ
（
蒜
）
シ
一
平
遍

◎

Ⅲ
　
〔
延
久
点
〕

ウ
カ
ヽ
ハ
シ
ム

ヤ
ウ
ヤ
ク
に
　
シ
ム
　
　
　
　
　
を

微
・
伺
　
　
…
（
九
1
3
6
）

た
る
　
　
司
ト
ル

ウ
ケ
タ
ウ
バ
リ
テ

請
　
　
　
（
十
5
3
）

ア
キ
タ
ル

喋
（
去
）
－
志
　
（
1
2
2
）

ア
キ
タ
ル
　
　
　
シ

Ⅳ
　
〔
室
町
点
〕

ヒ
ソ
カ
ニ
　
フ
　
　
ヲ

微
　
伺
レ
…
（
九
8
ウ
）

ウ
ケ
テ

請
　
（
十
3
オ
）

ア
キ
タ
ル
コ
ヽ
ロ

喋
1
志
　
（
6
オ
）



◎
　
護
　
ア
ザ
ム
ク
④

⑳
　
麻
　
パ
ル
カ
ナ
リ
④

慢
ア
（
上
）
ナ
（
上
）
ツ
（
上
濁
）
ル
（
平
）
易◎

「
貝
」
部
に
掲
載
さ
れ
て
い

た
可
能
性
も
あ
り

懸
ハ
（
平
）
ル
（
上
）
カ
（
平
）
ナ
リ
彦
◎

ア
ナ
ツ
ル

相
－
慢
　
（
2
0
2
）

／
ア
サ
ム
ク

パ
ル
カ
ニ
　
シ

懸
－
長
（
2
8
6
）

ア
サ
ム
ク

相
】
護
　
（
1
0
ウ
）

パ
ル
カ
ニ
　
シ

麻
－
長
（
1
4
ウ
）

以
上
、
延
久
点
が
室
町
点
に
一
致
し
な
い
も
の
の
内
、
⑰
⑳
は
漢
字
が
異
な
り
、
訓
の
み
は
同
一
の
例
で
あ
る
（
但
し
⑳
は
延
久
点
の
右
訓

は
室
町
点
と
は
異
な
る
）
。
こ
の
2
例
は
、
H
欄
に
掲
げ
た
如
く
、
延
久
点
に
一
致
す
る
訓
が
図
書
寮
本
に
、
他
出
典
な
が
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

更
に
⑳
「
志
」
の
延
久
点
の
訓
は
、
部
分
附
訓
な
が
ら
「
コ
、
ロ
ザ
シ
」
で
あ
る
と
見
ら
れ
、
H
欄
に
掲
げ
た
如
く
、
ま
さ
し
く
図
書
寮
本

の
史
記
出
典
（
「
記
」
）
の
訓
に
一
致
す
る
も
の
で
あ
り
、
図
書
寮
本
の
拠
っ
た
史
記
点
本
で
も
「
コ
、
ロ
ザ
シ
」
と
あ
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
こ
の
∃
心
コ
＼
ロ
ザ
シ
」
は
、
室
町
点
で
は
他
の
巻
に
お
い
て
も
発
見
出
来
な
か
っ
た
訓
で
あ
る
。
即
ち
、
図
書
寮
本
の
「
記
」

表
示
の
訓
の
中
で
室
町
点
に
見
出
さ
れ
な
か
っ
た
2
7
例
（
前
節
初
）
の
中
で
、
以
上
に
用
い
た
三
点
本
に
よ
っ
て
見
出
さ
れ
る
4
例
の
内
の
1

例
で
あ
る
。
因
み
に
、
そ
の
4
例
の
内
の
他
の
3
例
を
掲
げ
れ
ば
次
の
通
り
で
あ
る
。

こ
の
内
⑳
⑳
は
、
室
町
点
で
は
附
訓
が
無
い
の
に
対
し
て
鎌
倉
初
期
点
、
延
久
点
で
は
附
訓
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
図
書
寮
本
の
「
記
」

表
示
の
和
訓
と
合
致
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
室
町
点
も
実
際
に
は
こ
れ
と
同
じ
に
訓
ぜ
ら
れ
て
い
る
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

鎌
倉
初
期
点
、
延
久
点
と
室
町
点
と
の
訓
が
異
な
る
と
い
う
訳
で
は
な
く
、
⑳
「
志
」
の
「
コ
＼
ロ
ザ
シ
」
対
「
コ
＼
ロ
」
の
場
合
と
は
事

〔
図
書
寮
本
〕

⑳
　
色
イ
（
平
）
ロ
（
平
）
記
（
墜

⑳
　
忽
タ
（
平
）
チ
（
上
）
マ
（
上
カ
）
チ
（
平
）
ニ
（
平
）
記
（
2
4
9
）

◎
　
空
ハ
（
平
）
ウ
（
平
）
フ
（
上
濁
）
ル
（
平
）
記
（
型

（
右
掲
三
点
本
）

の

ロ

ア

カ

シ

〔
鎌
倉
初
期
点
〕
其
色
赤
　
（
9
8
）

タ
チ
マ
テ
に
シ
て
＼
ナ
ヌ
　
　
エ

〔
延
久
点
〕
忽
　
　
弗
…
見
．
（
九
1
4
8
）

ハ
ウ
フ
ル
　
　
に
ナ
ヌ

〔
建
暦
点
〕
華
一
…
薄
（
平
軽
）
一
（
1
0
6
）

（21）

〔
室
町
点
〕

ノ

　

ア

カ

シ

其
色
赤
　
（
四
8
オ
）

ニ

ス

ナ

ン

ヌ

　

へ

忽
弗
二
…
見
一
（
九
9
オ
）

ハ
ウ
フ
ル
　
　
ハ
ク
こ

葬
二
…
竜
一
（
三
6
ウ
）

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て
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情
が
異
な
る
。
◎
は
漢
字
字
体
に
関
わ
る
例
で
あ
り
、
図
書
寮
本
、
建
暦
点
の
当
該
字
は
室
町
点
の
「
葬
」
の
異
体
字
と
見
ら
れ
る
。
建
暦

（22）

点
の
字
体
も
図
書
寮
本
と
は
相
違
が
あ
る
が
、
よ
り
近
い
字
体
で
あ
る
と
見
て
一
致
に
準
じ
て
こ
こ
に
掲
げ
た
。
図
書
寮
本
の
字
体
が
通
常

見
慣
れ
な
い
も
の
で
あ
り
「
葬
」
と
の
隔
り
も
大
き
い
の
で
室
町
点
と
不
一
致
の
例
と
し
て
扱
っ
た
が
、
訓
自
体
は
一
致
し
て
お
り
、
漢
字

が
異
体
関
係
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
元
々
一
致
例
に
扱
う
こ
と
も
可
能
な
も
の
で
あ
る
。

以
上
、
平
安
後
期
～
鎌
倉
初
期
の
三
点
本
を
更
に
対
照
し
た
所
、
こ
れ
ら
三
点
本
の
訓
が
上
杉
本
室
町
点
と
相
違
す
る
例
が
多
少
あ
り
、

そ
の
内
の
半
数
以
上
は
、
三
点
本
の
訓
の
方
で
見
れ
ば
、
図
書
寮
本
に
、
他
出
典
が
殆
ど
な
が
ら
も
採
録
さ
れ
て
お
り
、
史
記
の
訓
の
不
採

録
例
が
少
し
は
減
少
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
三
点
本
の
訓
の
大
部
分
は
や
は
り
室
町
点
と
共
通
す
る
も
の
で
あ
り
、
図
書
寮
本
に

不
採
録
の
史
記
の
訓
の
殆
ど
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
も
依
然
と
し
て
不
採
録
と
さ
れ
る
ま
ま
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
①
～
⑳
に
お
け
る
平
安
後
期
～
鎌
倉
初
期
三
点
本
と
上
杉
本
室
町
点
と
の
訓
の
対
応
状
況
は
、
⑳
～
⑳
の
事
例
も
併
せ
て
、

取
分
け
漢
字
自
体
の
訓
に
つ
い
て
は
、
上
杉
本
室
町
点
の
、
右
三
点
本
と
の
相
違
は
概
し
て
多
く
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
見
ら
れ
、
室

町
点
が
基
本
的
に
平
安
時
代
の
訓
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

次
節
に
お
い
て
は
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
訓
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
不
採
録
と
な
っ
て
い
る
要
因
に
つ
い
て
、
更
に
考
察
を
行
う
。

五
、
不
採
録
の
理
由
の
考
察
と
今
後
の
課
題

前
節
で
は
、
上
杉
本
室
町
点
史
記
の
訓
の
中
で
、
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
に
不
採
録
の
も
の
に
つ
い
て
、
建
暦
点
（
巻
三
）
、
鎌
倉
初
期
点

（
巻
四
）
、
延
久
点
（
巻
九
÷
）
に
よ
っ
て
更
に
検
討
を
加
え
た
。
本
節
で
は
前
節
で
検
討
対
象
と
な
っ
た
例
に
基
い
て
、
図
書
寮
本
に
不
採

録
の
史
記
の
訓
に
つ
い
て
、
そ
の
不
採
録
と
な
っ
て
い
る
理
由
の
考
察
を
行
う
。

前
節
の
検
討
で
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
上
杉
本
室
町
点
史
記
の
訓
の
中
に
は
、
右
三
点
本
で
は
当
該
箇
所
の
訓
が
異
な
る
も
の
（
こ
の
中

に
は
右
三
点
本
の
訓
に
よ
れ
ば
図
書
寮
本
に
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
例
も
存
す
る
）
が
、
全
体
か
ら
見
れ
ば
多
く
は
な
い
な
が
ら
も
存
す
る



こ
と
が
分
っ
た
。
即
ち
前
節
で
も
述
べ
た
如
く
、
室
町
点
の
訓
に
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
も
の
が
存
す
る
理
由
の
一
つ
と
し
て
は
、

A
、
図
書
寮
本
が
拠
っ
た
史
記
点
本
の
訓
に
室
町
点
と
異
な
る
も
の
が
存
し
た

可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
⑦
⑧
⑨
⑩
⑭
⑮
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳
㊨
⑫
⑬
⑭
⑮
⑳
◎
⑳
（
⑳
も
含
め
ら
れ
る
か
）
が
こ
れ
に
該
当
し
得
る
。
上
述
の
如
く
、

図
書
寮
本
の
史
記
出
典
（
「
記
」
表
示
）
の
和
訓
の
中
に
室
町
点
に
見
出
さ
れ
な
い
も
の
が
少
例
な
が
ら
存
す
る
こ
と
か
ら
も
、
こ
の
よ
う
な

依
拠
し
た
加
点
本
文
に
関
わ
る
原
因
が
存
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
除
い
て
考
え
て
も
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
史
記
の
訓
は
多
数
に
上
る
。
但
し
そ
の
中
に
は
、
前
節
に
お
い
て
も
言
及

し
た
如
く
、

B
、
当
該
漢
字
・
訓
が
、
図
書
寮
本
の
現
存
し
な
い
部
分
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

（24）

こ
と
が
、
可
能
性
と
し
て
考
え
得
る
例
も
存
す
る
。
確
定
は
出
来
な
い
が
、
②
⑫
⑳
⑳
◎
⑭
⑳
が
こ
れ
に
該
当
す
る
。
も
し
実
際
に
こ
う
し

た
例
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
実
は
図
書
寮
本
に
採
録
さ
れ
て
い
る
訓
で
あ
っ
て
、
元
々
除
外
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。

右
A
、
B
は
、
互
い
に
次
元
は
異
な
る
も
の
の
、
単
純
に
物
理
的
な
原
因
で
あ
り
、
し
か
も
止
む
を
得
な
い
こ
と
な
が
ら
、
言
わ
ば
本
稿

の
検
討
手
順
の
都
合
に
よ
っ
て
生
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
本
質
的
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
ら
を
除
外
し
て
考
え
た
と
し
て
も
な
お
多
数
に

上
る
、
図
書
寮
本
に
不
採
録
の
史
記
の
訓
が
、
図
書
寮
本
（
原
撰
本
）
編
者
の
何
ら
か
の
編
集
意
図
に
よ
っ
て
生
じ
た
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か

が
重
要
な
問
題
と
な
る
。

そ
の
よ
う
な
観
点
で
前
節
の
例
を
眺
め
る
と
、
④
㊧
⑳
は
漢
字
と
そ
の
訓
と
も
に
極
め
て
平
易
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
3
例
を
含
め
、
第

三
節
制
図
書
寮
本
に
不
採
録
で
④
観
智
院
本
で
は
採
録
さ
れ
て
い
る
も
の
の
内
、
同
漢
字
・
訓
と
も
極
め
て
平
易
な
も
の
と
判
断
さ
れ
た
も

の
が
、
室
町
点
全
巻
で
2
2
例
存
す
る
。
こ
れ
ら
が
図
書
寮
本
に
お
い
て
採
録
さ
れ
て
い
な
い
の
は
、
平
易
な
訓
で
あ
る
故
に
不
必
要
と
さ
れ

て
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
可
能
性
も
一
つ
に
は
考
え
ら
れ
、
そ
う
で
あ
る
の
か
否
か
が
問
題
と
な
ろ
う
。
し
か
し
、
図
書
寮
本
で
は
、
史
記
出

典
（
「
記
」
）
に
限
っ
て
も
、
「
立
タ
ツ
」
（
懸
、
「
怒
イ
カ
ル
」
（
堕
、
「
沈
シ
ヅ
ム
」
（
2
1
）
、
「
限
カ
ギ
リ
」
（
型
な
ど
の
よ
う
に
、
平
易
な
訓
は
少

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
八
五
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か
ら
ず
採
ら
れ
て
お
り
（
前
節
⑳
⑳
も
参
照
）
、
④
⑳
⑳
等
が
不
必
要
な
訓
と
し
て
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
と
は
考
え
に
く
い
。
そ
こ
で
考
え
ら

れ
る
の
は
、

C
、
漢
字
と
そ
の
訓
と
も
極
め
て
平
易
で
あ
る
た
め
、
図
書
寮
本
が
拠
っ
た
史
記
点
本
に
偶
≧
そ
れ
が
附
訓
さ
れ
て
い
な
か
っ
た

（25）

た
め
に
採
録
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
可
能
性
で
あ
る
。
結
果
的
に
は
、
A
と
同
じ
く
、
依
拠
し
た
加
点
本
文
に
関
わ
る
物
理
的
原
因
で
あ
る

が
、
訓
の
性
格
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
る
。

A
～
C
は
C
を
含
め
て
、
編
者
の
編
集
意
図
に
は
関
わ
ら
な
い
。
一
方
こ
れ
ら
に
対
し
て
⑬
⑮
⑭
⑬
⑮
⑳
は
、
前
節
に
掲
げ
た
如
く
、
図

書
寮
本
の
当
該
字
に
対
し
て
近
似
し
た
和
訓
が
他
出
典
に
よ
っ
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
例
で
あ
り
、
こ
の
事
か
ら
考
え
る
と
、

D
、
近
似
し
た
語
形
の
訓
が
他
に
あ
る
た
め
、
必
要
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
て
採
ら
れ
な
か
っ
た

（26）

と
い
う
、
編
集
意
図
に
よ
る
選
別
が
働
い
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
よ
う
か
。

⑬
等
が
D
の
例
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
多
少
な
り
と
も
編
者
の
編
集
上
の
意
図
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
注
意
さ
れ
る
が
、
該
当
し
得
る
例

は
さ
ほ
ど
多
く
な
い
。
ま
た
以
上
の
A
～
D
を
合
せ
て
も
、
こ
れ
ら
に
よ
っ
て
説
明
出
来
な
い
例
が
む
し
ろ
多
数
存
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ

こ
に
至
っ
て
そ
れ
ら
の
中
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
⑳
「
索
ツ
ク
」
、
⑳
「
訊
カ
タ
チ
」
の
よ
う
に
、
図
書
寮
本
に
近
似
の
和
訓
の
掲
載
も
無
く
、

む
し
ろ
却
っ
て
特
異
と
思
わ
れ
る
訓
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
即
ち
そ
れ
ら
は
、

E
、
当
該
漢
字
が
そ
の
漢
字
と
し
て
は
珍
し
い
意
味
や
難
解
な
意
味
で
用
い
ら
れ
、
そ
れ
に
伴
っ
て
訓
も
特
異
で
あ
っ
た
り
、
漢
字
自
体

が
相
当
に
珍
し
い
も
の
で
あ
っ
た
り
し
て
、
必
要
性
が
低
い
と
判
断
さ
れ
て
、
敢
え
て
採
録
さ
れ
な
か
っ
た

と
い
う
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
A
や
B
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
た
も
の
と
重
複
す
る
も
の
も
含
め
て
、
⑦
⑨
⑫
⑳
⑳
⑳
⑳
⑳

⑳
⑳
（
⑳
）
㊨
⑫
㊨
⑰
⑳
⑳
⑳
⑳
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
よ
う
。
こ
れ
ら
に
は
、
⑦
⑨
⑩
⑫
⑳
⑳
⑳
⑳
⑫
⑳
㊨
⑱
⑳
⑳
の
如
く
、
薬
禍
集
解
な

ど
に
お
い
て
字
義
を
示
す
注
が
施
さ
れ
て
い
る
例
の
多
い
点
も
注
目
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
唐
土
（
南
北
朝
以
降
）
に
お
い
て
既
に
難
解
な
用

（27）

字
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
お
り
、
当
該
訓
も
こ
れ
ら
の
注
に
基
い
た
も
の
と
見
ら
れ
る
。



図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
で
は
、
例
え
ば
漢
文
注
の
主
要
出
典
の
；
と
な
っ
て
い
る
纂
隷
萬
象
名
義
の
掲
出
字
を
総
て
は
採
録
し
て
お

（28）
ら
ず
、
玄
応
音
義
等
で
被
注
字
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
字
な
ど
に
限
っ
て
採
録
し
て
い
る
。
即
ち
、
仏
書
等
に
お
い
て
実
際
に
使
用
さ
れ

る
こ
と
の
殆
ど
な
い
漢
字
は
採
録
し
な
い
方
針
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
る
。
こ
の
事
か
ら
す
れ
ば
、
和
訓
に
お
い
て
も
、
適
用
度
が
極

め
て
低
い
と
の
判
断
に
よ
っ
て
採
録
さ
れ
な
か
っ
た
も
の
が
存
す
る
可
能
性
は
充
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

因
み
に
、
こ
れ
ら
E
の
可
能
性
の
考
え
ら
れ
る
訓
に
は
、
観
智
院
本
に
お
い
て
も
採
録
さ
れ
て
い
な
い
も
の
（
⑤
表
示
）
が
比
較
的
多
い
。

本
稿
の
最
初
に
問
題
の
発
端
と
し
て
掲
げ
た
、
観
智
院
本
に
不
採
録
の
「
裏
ノ
ボ
ル
」
の
訓
は
、
巻
一
・
五
帝
本
紀
に
お
い
て
集
解
注
「
孔

安
国
日
…
葉
上
也
」
が
あ
り
、
こ
の
句
以
外
に
は
殆
ど
用
い
ら
れ
な
か
っ
た
可
能
性
の
あ
る
訓
と
見
ら
れ
よ
う
。
「
扶
タ
ム
」
に
つ
い
て
は
集

解
注
等
は
存
し
な
い
が
、
当
該
の
文
脈
に
限
ら
れ
る
特
殊
な
訓
と
見
ら
れ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
観
智
院
本
に
存
す
る
「
扶
タ
ス
ク
」
は
、
こ

の
字
に
対
す
る
訓
と
し
て
は
一
般
的
で
即
字
的
と
見
ら
れ
る
。

但
し
以
上
A
～
D
、
更
に
E
に
よ
っ
て
も
説
明
さ
れ
な
い
例
も
あ
り
、
恐
ら
く
は
ま
だ
種
々
の
要
因
が
あ
っ
て
、
そ
れ
が
ま
た
C
や
D
や

（29）

E
と
も
相
互
に
絡
み
合
っ
て
い
る
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
個
々
の
訓
の
一
々
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
図
書
寮
本
に
不
採
録
で
あ
る
理
由

を
確
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
E
の
、
敢
え
て
意
図
的
に
採
録
し
な
か
っ
た
史
記
の
訓
が
存
す
る
可
能
性
の
高
い
こ
と
を
、
本
稿
で

は
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。
今
後
の
課
題
と
し
て
は
、

○
史
記
の
訓
（
史
記
点
本
に
見
ら
れ
る
訓
）
が
観
智
院
本
に
お
い
て
は
ど
の
よ
う
に
採
録
さ
れ
て
い
る
か

○
史
記
以
外
の
漢
籍
の
訓
は
、
図
書
寮
本
、
観
智
院
本
で
ど
の
よ
う
に
採
録
さ
れ
て
い
る
か

と
い
う
両
面
か
ら
の
検
討
が
必
要
と
な
っ
て
来
よ
う
。
更
に
は
こ
れ
ら
を
踏
え
つ
つ
、

○
類
衆
名
義
抄
の
個
々
の
和
訓
の
、
仏
書
、
国
書
を
含
む
種
々
の
加
点
資
料
に
お
け
る
使
用
状
況
、
色
葉
字
類
抄
や
字
鏡
集
等
、
同
時
代

以
降
の
辞
書
に
お
け
る
採
録
状
況

を
も
、
何
ら
か
の
抜
粋
例
に
よ
る
に
せ
よ
追
究
し
て
行
く
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

類
緊
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て
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注（
1
）
　
「
懐
カ
ヌ
」
「
陵
ヲ
カ
」
は
観
智
院
本
に
あ
り
、
図
書
寮
本
に
な
し
。
「
潜
ハ
ピ
コ
ル
」
は
観
智
院
本
、
図
書
寮
本
に
あ
り
、
図
書
寮
本
で
は
尚
書
出

典
（
「
書
」
表
示
）
　
と
し
て
採
録
　
（
次
条
も
参
照
）
。

（
2
）
　
こ
れ
と
ほ
ぼ
同
じ
句
が
尚
書
・
尭
典
に
も
存
し
、
神
宮
徴
古
館
蔵
古
文
尚
書
正
和
元
　
（
一
三
一
二
）
～
三
年
清
原
長
隆
点
に
よ
れ
ば
、

シ
ャ
ウ
　
た
る
　
　
　
　
　
カ
タ
く
ソ
コ
ナ
フ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
カ
ネ
　
　
　
を
　
　
る
　
　
ヲ
カ
に
　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
ハ
ヒ
コ
レ
　
リ
　
に

湯
【
湯
洪
－
水
方
　
割
　
（
割
注
略
）
蕩
（
去
）
－
蕩
　
懐
レ
山
・
裏
レ
陵
．
浩
（
去
）
l
々
　
潜
　
レ
天
　
（
割
注
略
）

ヤ
フ
ル

と
あ
る
　
（
静
嘉
堂
文
庫
蔵
室
町
初
期
頃
点
に
よ
れ
ば
「
蓑
」
　
に
「
ノ
ホ
ル
」
　
の
仮
名
点
が
あ
る
）
。
三
教
指
帰
は
、
こ
の
尚
書
と
史
記
の
両
者
に
基

い
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
3
）
　
佐
藤
義
寛
『
拡
猷
讐
三
教
指
帰
注
集
』
の
研
究
』
（
大
谷
大
学
、
平
成
四
年
十
月
）
、
拙
稿
「
大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
に
引
用
さ
れ
た
漢
籍

の
訓
法
に
つ
い
て
ー
史
記
を
例
に
1
」
　
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
十
八
韓
、
平
成
七
年
八
月
）
　
等
参
照
。

（
4
）
　
築
島
裕
・
小
林
芳
規
・
沼
本
克
明
・
花
野
憲
道
・
日
本
雅
章
・
松
本
光
隆
・
山
本
真
吾
「
仁
和
寺
宝
蔵
三
教
指
帰
古
点
釈
文
」
　
（
「
訓
点
語
と
訓
点

資
料
」
第
九
十
七
韓
、
平
成
八
年
三
月
）
、
拙
稿
「
大
谷
大
学
蔵
三
教
指
帰
注
集
長
承
点
と
仁
和
寺
蔵
三
教
指
帰
鎌
倉
初
期
点
と
の
訓
法
に
つ
い
て
」

（
第
七
十
六
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
（
平
成
九
年
五
月
）
口
頭
発
表
要
旨
、
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
〇
〇
韓
、
平
成
九
年
九
月
）
参
照
。

（
5
）
　
太
田
次
男
「
詣
讐
教
勘
注
抄
に
つ
い
て
」
（
「
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
」
第
五
号
、
昭
和
五
十
五
年
十
二
月
）
、
拙
稿
「
尊
経
閤
文
庫
蔵
三
教

勘
注
抄
鎌
倉
期
点
に
お
け
る
三
教
指
帰
の
訓
に
つ
い
て
－
注
に
引
用
さ
れ
た
典
籍
の
訓
と
の
関
わ
り
ー
」
（
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
」
第
二
十
韓
、
平
成
九
年
五
月
）

等
参
照
。

（
6
）
　
太
田
次
男
「
聾
菅
指
帰
と
三
教
指
帰
－
付
・
天
理
図
書
館
蔵
仁
平
四
年
写
本
の
翻
字
－
」
　
（
「
成
田
山
仏
教
研
究
所
紀
要
」
第
十
二
号
、
平
成
元
年
三
月
）
、
築

島
裕
「
轟
警
教
指
帰
久
寿
点
の
和
訓
に
つ
い
て
」
（
「
ビ
プ
リ
ア
」
第
九
十
五
号
、
平
成
二
年
十
二
月
）
参
照
。

（
7
）
　
汲
古
書
院
刊
影
印
本
に
よ
り
、
挙
例
に
当
り
、
ヲ
コ
ト
点
は
平
仮
名
に
改
め
（
仮
名
点
と
重
複
す
る
も
の
は
省
略
）
、
声
点
は
（
平
）
　
（
上
濁
）
　
（
入

軽
）
等
の
表
示
、
訓
読
符
は
（
訓
）
の
表
示
に
代
え
た
。
ま
た
割
注
は
《
　
》
に
括
っ
て
示
し
た
。
以
下
、
他
の
諸
資
料
の
挙
例
も
こ
の
原
則
に
よ

る
。



（
8
）
　
広
島
大
学
文
学
部
蔵
紙
焼
写
真
に
よ
る
。
本
稿
で
実
際
に
掲
げ
た
の
は
上
掲
一
箇
所
の
み
。

（
9
）
　
上
杉
本
室
町
点
・
書
陵
部
蔵
永
正
点
の
訓
の
性
格
に
つ
い
て
、
小
林
芳
規
博
士
は
、
藤
原
式
家
の
訓
説
を
伝
え
る
（
但
し
大
江
家
等
他
家
の
異
説

も
間
々
交
え
る
）
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る
（
『
酢
飯
糎
綿
漢
籍
訓
読
の
国
語
史
的
研
究
』
昭
和
四
十
二
年
三
月
）
。
こ
れ
に
対
し
て
小
澤
賢
二

氏
は
、
後
に
掲
げ
る
大
江
家
国
加
点
延
久
点
も
含
め
、
特
定
の
家
の
訓
説
で
は
な
く
、
「
施
行
」
の
訓
と
称
せ
ら
れ
る
公
的
な
訓
法
で
あ
る
と
さ
れ

る
（
注
（
7
）
影
印
本
附
載
「
南
化
本
『
史
記
』
解
説
」
平
成
十
年
四
月
）
。
こ
の
「
施
行
」
の
訓
は
、
太
田
晶
二
郎
「
漢
籍
の
「
施
行
」
」
（
「
日
本
学

士
院
紀
要
」
第
七
巻
第
三
号
、
昭
和
二
十
四
年
十
一
月
、
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
第
一
冊
』
所
収
）
の
説
に
基
く
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
更
に
検
討

を
要
し
よ
う
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
平
安
時
代
の
訓
を
伝
え
る
と
い
う
点
で
は
相
違
が
な
い
。
な
お
、
後
に
掲
げ
る
高
山
寺
蔵
建
暦
点
、
同
蔵
鎌
倉
初

期
点
の
訓
の
系
統
に
つ
い
て
は
、
小
林
芳
規
博
士
の
説
に
よ
る
。

（
1
0
）
　
築
島
裕
「
国
語
史
料
と
し
て
の
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
」
（
『
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
』
勉
誠
社
、
昭
和
四
十
四
年
十
二
月
）
。

（
1
1
）
　
小
助
川
貞
次
「
図
書
寮
本
類
緊
名
義
抄
に
於
け
る
「
記
」
注
記
の
和
訓
に
つ
い
て
」
（
第
八
十
回
訓
点
語
学
会
研
究
発
表
会
口
頭
発
表
、
平
成
十

一
年
五
月
、
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
一
〇
三
韓
に
要
旨
あ
り
）
。

（
1
2
）
　
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
は
勉
誠
社
刊
影
印
本
（
昭
和
五
十
一
年
）
に
よ
り
、
挙
例
に
当
っ
て
、
仮
名
に
附
さ
れ
た
声
点
と
注
頭
を
示
す
朱
星
点
以

外
の
朱
点
は
省
略
し
た
。

（
1
3
）
　
史
記
の
構
成
は
、
巻
一
～
十
二
…
本
紀
、
巻
十
三
～
二
十
二
…
表
、
巻
二
十
三
～
三
十
…
書
、
巻
三
十
一
～
六
十
…
世
家
、
巻
六
十
一
～
百
二
十

九
…
列
伝
、
巻
百
三
十
…
自
序
。
史
記
利
用
の
巻
に
つ
い
て
の
疑
問
が
小
助
川
貞
次
注
（
1
1
）
論
考
に
お
い
て
提
示
さ
れ
て
い
る
。

（
1
4
）
　
こ
の
よ
う
な
和
訓
の
出
典
の
示
し
方
は
図
書
寮
本
全
般
に
及
ぶ
原
則
と
考
え
ら
れ
る
。
但
し
、
他
出
典
例
に
お
い
て
個
別
に
は
次
位
に
は
及
ば
な

い
と
見
ら
れ
る
例
も
少
例
存
す
る
。

（
1
5
）
　
同
一
訓
が
複
数
の
異
な
る
出
典
に
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
少
例
な
が
ら
存
す
る
が
、
こ
の
場
合
は
初
出
の
出
典
の
み
に
計
上
し
て
い
る
。

（
1
6
）
　
宮
澤
俊
雅
「
図
書
寮
本
類
衆
名
義
抄
の
注
文
の
配
列
に
つ
い
て
」
（
『
馴
増
諷
増
国
語
学
論
集
』
、
平
成
四
年
三
月
）
に
お
い
て
、
訓
点
本
等
に
よ

る
片
仮
名
和
訓
の
配
列
に
つ
い
て
は
、
「
易
」
－
「
書
」
－
「
詩
」
・
「
記
」
・
「
論
」
・
「
選
」
－
「
月
」
－
「
後
」
－
「
律
」
・
「
列
」
・
「
礼
」
・
「
集
」

－
「
白
」
・
「
遊
」
・
「
唱
」
－
「
切
」
の
順
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

（
1
7
）
　
股
本
紀
建
暦
点
、
周
本
紀
鎌
倉
初
期
点
は
高
山
寺
資
料
叢
書
所
収
影
印
本
、
呂
后
本
紀
延
久
点
は
古
典
保
存
会
影
印
本
、
孝
文
本
紀
延
久
点
は
貴

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て

四
八
九
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四
九
〇

重
古
典
籍
刊
行
会
影
印
本
に
よ
る
。

（
1
8
）
　
但
し
「
心
コ
、
ロ
」
は
室
町
点
に
も
左
訓
と
し
て
存
す
る
。

（
1
9
）
　
「
モ
ロ
く
」
は
史
記
両
点
の
通
り
「
師
」
字
の
訓
と
考
え
ら
れ
、
図
書
寮
本
（
巾
部
）
　
に
は
「
師
」
字
の
掲
出
し
か
存
し
な
い
が
、
同
項
に
本

来
「
師
」
の
訓
と
思
し
い
和
訓
（
イ
ク
サ
）
　
の
掲
出
が
あ
る
な
ど
を
考
慮
し
て
、
今
両
字
を
一
括
し
て
扱
っ
て
お
く
。

（
2
0
）
　
但
し
⑪
⑳
「
玩
」
に
つ
い
て
は
「
モ
テ
ア
ソ
ブ
」
の
訓
は
室
町
点
に
も
下
欄
に
示
さ
れ
て
い
る
。

（
2
1
）
　
⑳
「
忽
」
の
「
ニ
」
は
助
詞
に
準
じ
た
。

（
2
2
）
　
「
空
」
字
は
図
書
寮
本
、
観
智
院
本
と
も
こ
の
和
訓
を
掲
げ
る
の
み
で
あ
る
が
、
観
智
院
本
州
部
に
「
葬
（
祖
浪
又
ハ
（
平
）
ウ
（
平
）
フ
（
平
濁
）
ル
（
平
）
…
》

萎
《
谷
》
茎
」
（
僧
上
4
8
）
と
あ
り
、
「
空
」
も
「
葬
」
の
異
体
で
あ
る
こ
と
を
伺
わ
せ
る
。
建
暦
点
の
字
体
は
、
図
書
寮
本
と
室
町
点
と
の
字
体
の

間
を
埋
め
、
両
者
の
関
係
を
示
す
材
料
と
な
っ
て
い
る
と
も
言
え
よ
う
。

（
2
3
）
　
但
し
、
こ
れ
全
例
が
そ
う
で
あ
る
確
証
は
な
く
、
一
方
、
三
点
本
と
室
町
点
が
一
致
す
る
も
の
の
中
に
も
A
に
該
当
す
る
も
の
は
存
在
し
得
る
。

（
2
4
）
　
観
智
院
本
の
図
書
寮
本
対
応
部
以
外
の
部
首
に
お
け
る
掲
載
状
況
か
ら
も
そ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
2
5
）
　
こ
れ
に
関
連
し
て
、
⑳
⑳
は
、
図
書
寮
本
の
史
記
出
典
（
「
記
」
表
示
）
　
の
訓
の
対
応
部
と
見
ら
れ
る
箇
所
に
お
い
て
、
室
町
点
で
は
附
訓
が
無

い
と
い
う
逆
の
例
で
あ
る
。

（
竺
　
⑬
等
は
D
の
可
能
性
が
考
え
得
る
も
の
と
し
て
指
摘
し
掲
げ
た
も
の
で
あ
り
、
こ
の
内
⑭
⑬
は
A
の
可
能
性
が
あ
る
と
し
た
も
の
と
も
重
複
し

て
い
る
。

（
2
7
）
　
図
書
寮
本
に
採
ら
れ
て
い
る
史
記
の
訓
に
つ
い
て
は
こ
の
よ
う
な
注
の
存
す
る
例
は
存
し
な
い
の
か
否
か
を
見
る
と
、
史
記
出
典
（
「
記
」
）
の
訓

の
内
、
室
町
点
に
見
出
さ
れ
た
7
7
例
で
は
、
例
え
ば
第
二
節
に
掲
げ
た
「
墳
ウ
ゴ
モ
ツ
」
は
史
記
に
集
解
注
が
あ
り
、
図
書
寮
本
で
は
そ
れ
に
拠
っ

た
と
見
ら
れ
る
注
記
が
ま
さ
し
く
こ
の
訓
に
附
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
図
書
寮
本
に
そ
の
注
記
ま
で
は
採
ら
れ
て
い
な
い
な
が
ら
、
史

記
の
当
該
部
に
字
義
を
注
す
る
集
解
注
の
存
す
る
も
の
が
数
例
あ
る
（
第
二
節
に
掲
げ
た
「
拙
ヌ
ヒ
メ
・
シ
リ
ゾ
ク
」
は
二
訓
と
も
こ
れ
に
該
当
）
。
し

か
し
全
体
と
し
て
は
少
い
と
言
え
よ
う
か
。
抑
ゝ
図
書
寮
本
に
お
い
て
、
珍
し
い
訓
や
特
殊
な
訓
の
採
・
不
採
に
つ
い
て
ど
れ
ほ
ど
明
瞭
な
規
準
が

あ
っ
た
か
は
問
題
で
あ
る
。

（
墾
　
宮
澤
俊
雅
「
図
書
寮
本
類
莱
名
義
抄
と
策
隷
万
象
名
義
」
（
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
七
十
七
韓
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
）
、
池
田
証
寿
「
図
書



寮
本
類
衆
名
義
抄
と
蒙
隷
万
象
名
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
」
（
「
人
文
科
学
論
集
」
（
信
州
大
学
）
第
二
十
七
号
、
平
成
五
年
三
月
）
。

（
讐
　
史
記
は
長
大
な
文
献
で
あ
る
の
で
、
図
書
寮
本
（
原
撰
本
）
編
者
の
訓
の
採
取
作
業
に
お
い
て
、
或
い
は
粗
密
が
生
じ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。
も

し
初
巻
の
本
紀
よ
り
順
次
最
終
巻
ま
で
作
業
を
進
め
た
と
す
れ
ば
、
後
半
の
列
伝
に
お
い
て
は
か
な
り
粗
い
採
取
作
業
と
な
っ
て
い
た
こ
と
も
考

え
得
る
。

〔
附
記
〕
本
稿
は
、
第
二
十
三
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
集
会
（
平
成
十
年
八
月
十
二
日
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
「
観
智
院
本
寮
衆
名
義
抄
と
史
記
の
訓
に
つ

い
て
」
と
、
第
二
十
四
回
同
集
会
（
平
成
±
年
八
月
十
二
日
）
に
お
け
る
本
稿
と
同
名
の
口
頭
発
表
と
に
基
い
て
纏
め
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
、

小
林
芳
規
先
生
に
は
貴
重
な
御
意
見
を
賜
っ
た
。
記
し
て
感
謝
申
上
げ
る
。

類
衆
名
義
抄
に
お
け
る
史
記
の
訓
の
採
録
に
つ
い
て




